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1
祈りの課題 2 ビル＆栄子・スティーブンス師ご夫妻のために

　お祈りをありがとうございます。栄子師とご主人のビル師の健康
が守られますように。ビル師のリハビリが始まりました。2017年
に、肺がんの手術をされたビル師の肺機能や体力が改善されます
ように。アメリカの教会とアメリカ国内の情勢安定のためにも
お祈りください。栄子師のニュースレターの対談や、執筆活動の
上に、主の油注ぎと祝福が満ちあふれますように。

オメガ出版のために
　2022年、小冊子出版、CD発売に向け準備をしております。
オメガ出販編集部スタッフの上に、主の知恵と油注ぎが与えられ
るように。初夏発売に向けてすべてが守られ整えられますよう
お祈りください。
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

ご報告

オメガ出版の紹介はこちら
https://www.newlifeministries.jp/omegajapan/

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。ヨハネの黙示録22章21節

2022年 主題聖句

主の喜びとなり実を結ぶ

オメガ活動ビジョン

横田 聖子

生きた神のことばを日本の方々へ伝えたい

栄子・スティーブンス × 輪嶋 東太郎　対談

2022年主題聖句／オメガ活動ビジョン／ご報告／News!／祈りの課題 他

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.21 未来の預言―その13

連載 日本シリーズ 3
ニッポン

シャロームニッポン

大患難時代7年間の中間の時

2月、オメガ・ジャパン理事会が栄子・スティーブンス（アメリカ
在中）を囲んでオンラインにて開催されました。

2022年もコロナ禍にあり、困難な課題が多くありますが、これからも引き続き、
主を待ち望む忠実なしもべとして、皆様と共に日本の教会にお仕えし、また
日本のすべての人々に、神様の愛を伝える使命をもって歩んでまいります。

（新生宣教団は、日本をはじめ世界の人々のために、各国の言葉で聖書や
福音文書などを印刷するキリスト教プロテスタントの宣教団体です。）

理事長　増山 浩史（21世紀キリスト教会主任牧師）

理　事　梅谷 悟（加古川バプテスト教会主任牧師）

理　事　松本 圭二（泉南福音キリスト教会会員）

理　事　三坂 正治（関東栄光キリスト教会主任牧師）

理　事　横田 聖子（金武バプテスト教会主任牧師）

オメガ・ジャパン理事（50音順）

News! !

「新生宣教団WEBサイト ミッションパートナーの紹介」に
オメガが紹介されました！

栄子・スティーブンス

シャロームニッポン
Special Booklet付き ！
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千年王国の後、永遠の神の御国である
新天新地の到来前に、黙示録20章11節
から15節に語られている、死者の復活と
白い御座の審判の時を示していると考え
られます。イエス様のあがないを信じな
い者すべてが、復活して審判を受ける時
です。

同じ18節で、「預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です」と言われています。神様を信
じて主に従ってきた者たちが、最高の報
いを受ける時です。一方で、神様に逆ら
い、神様に仕えている者を迫害してきた
者たちが滅ぼされる、罰すべき者が、罰
せられる時になります（出34:7）。

黙示録11章19節、「それから、天に
ある、神の神殿が開かれた。神殿の中に、
契約の箱が見えた。また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」

黙示録11章16節から18節、「それか
ら、神の御前で自分たちの座に着いてい
る二十四人の長老たちも、地にひれ伏し、
神を礼拝して、言った。『万物の支配者、
今いまし、昔います神である主。あなた
が、その偉大な力を働かせて、王となら
れたことを感謝します。諸国の民は怒り
ました。しかし、あなたの御怒りの日が
来ました。死者のさばかれる時、あなた
のしもべである預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です』」

17節で、「万物の支配者、今いまし、
昔います神である主」は、今もおられ、
永遠から永遠に存在なさる、全知全能の
神様です。同じく17節で、「その偉大な
力を働かせて、王となられたことを感謝
します」と、24人の長老が地にひれ伏し
ています。

18節で、「諸国の民は怒りました。し
かし、あなたの御怒りの日が来ました」と
言っています。それは、封印の災いも
ラッパの災いも神罰であることを知りなが
ら、また二人の証人の起こした出来事に
もかかわらず、諸国の民は悔い改めるこ
となく真の神様に対して怒りました。

救いの道を知らせようとされる神様の
お働きに気を留めることがない諸国の民
は、これまでも主の御怒りが注がれてい
ましたが、いよいよ激しい御怒りが注が
れます。18節で、「死者のさばかれる時」
というのは、終末に生きている者が裁か
れるだけではなく、神様に逆らってきた
人類すべての死者たちも裁かれるのです。

栄子・スティーブンス

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 21
―その13未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan
（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに
拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のための
カルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
いよいよ2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンスProfile

創世記37章9節から10節、「ヨセフは
また、ほかの夢を見て、それを兄たちに
話した。彼は、『また、私は夢を見ました
よ。見ると、太陽と月と十一の星が私を
伏し拝んでいるのです』と言った。ヨセフ
が父や兄たちに話したとき、父は彼をし
かって言った。『おまえの見た夢は、いっ
たい何なのだ。私や、おまえの母上、兄
さんたちが、おまえのところに進み出て、
地に伏しておまえを拝むとでも言うのか』」

9節で、「太陽と月と十一の星が私を伏
し拝んでいるのです」と、ヨセフが言って
います。10節で父親のヤコブが、「おま
えの見た夢は、いったい何なのだ。私や、
おまえの母上、兄さんたちが、おまえの
ところに進み出て、地に伏しておまえを拝
むとでも言うのか」。これは、太陽がヤコ
ブ、月がヨセフの母親ラケル、そして、
11人の兄たちが11個の星で現れていま
す。この黙示録12章1節のみことばは、
イスラエルを表しています。

イスラエルの民は12部族ですから12
の星であるべきですが、ヨセフがイエス
様の象徴となっているため、11の星がヨ
セフにひれ伏しています。実際にこの夢
は創世記42章から44章で成就し、兄弟
たちがヨセフとは気付かずエジプトの高
官となったヨセフにひれ伏しています。

また、創世記50章18節で、父ヤコブ
が死んだ後、「彼の兄弟たちも来て、彼
の前にひれ伏して言った。『私たちはあな
たの奴隷です』」と言ってヨセフにひれ伏
し、夢の成就を告げています。この黙示
録のみことばは、イスラエルです。黙示
録12章2節で、「この女は、みごもって
いたが、産みの苦しみと痛みのために、
叫び声をあげた」とあります。女であるイ
スラエルがみごもっているのはイエス様で
す。12章5節で、そのことが明らかにな
ります。

サタンが支配権を握った
七つの国々
黙示録12章3節、「また、別のしるし

が天に現れた。見よ。大きな赤い竜であ
る。七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」

3節で、「別のしるしが天に現れた。
見よ。大きな赤い竜である」。この竜は、

「悪魔とかサタン」という説明が12章9
節に出てきます。サタンとは、ヘブライ
語で「敵」という意味です。悪魔はギリ
シャ語で、「通告者または告発者」という
意味です。

同じく3節に、この赤い竜であるサタン
は、「七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」という不
気味な者です。七つの頭は、聖書の記述
から見ますと、イスラエルを亡き者にしよ
うと動いていたサタンが、支配権を握っ
た七つの国々の数を表していると考えら
れます。

このサタンは、七つの冠を持っていま
す。この冠は、ギリシャ語の「ディアデ
マ」です。これは、支配者が持つ冠です。
七つの国々を支配して、イスラエルを圧
迫することに成功したことを表していると
考えられます。

10本の角は、終わりの日の支配者たち
で、ダニエル書と黙示録に10人の王たち
のことが記されています。ダニエル書7章
24節、「十本の角は、この国から立つ十
人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」とあります。24節で、

「十本の角は、この国から立つ十人の王」
というのは、終末の日の支配者が、合併
し統一した国々の王たちだと言っています。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3
大患難時代の中間まで来ました。さあ、今月も共に学んでいきましょう。

天の本物の神殿です。モーセの幕屋も
ソロモンの神殿も、天にある物の写しな
のです。

ヘブル人への手紙8章5節、「その人た
ちは、天にあるものの写しと影とに仕えて
いるのであって、それらはモーセが幕屋
を建てようとしたとき、神から御告げを受
けたとおりのものです。神はこう言われた
のです。『よく注意しなさい。山であなた
に示された型に従って、すべてのものを
作りなさい』」

地でつくられたものは、天にある神殿
のひな型です。祭司たちは、そのひな型
に仕えていたのです。ヨハネは天の神殿
の幻を見ており、中には契約の箱が見え
ています。神様は「契約の神様」です。ア
ブラハムとの契約、ダビデとの契約、そ
して教会に対する契約を決してお忘れに
ならない、必ず成就させるお方です。契
約の箱とはいったい何なのでしょう。

出エジプト記25章20節から22節、
「ケルビムは翼を上のほうに伸べ広げ、そ
の翼で『贖いのふた』をおおうようにする。
互いに向かい合って、ケルビムの顔が『贖
いのふた』に向かうようにしなければなら
ない。その『贖いのふた』を箱の上に載せ
る。箱の中には、わたしが与えるさとし
を納めなければならない。わたしはそこ
であなたと会見し、その『贖いのふた』の
上から、すなわちあかしの箱の上の二つ
のケルビムの間から、イスラエル人につ
いて、あなたに命じることをことごとくあ
なたに語ろう」

が死んだという出来事が11章13節で起
こりました。これが、三つの災いのうち
の、第2の災いの終わりを告げる出来事
です。そしていよいよ、最後の第3の災
いが来ます。

15節で、「第七の御使いがラッパを吹
き鳴らした」とあり、ついに七つの鉢であ
る最後の災いが始まります。これが終わ
ると、主のご再臨です。同じく15節で、
こう宣言されました。「すると、天に大き
な声々が起こって言った。『この世の国は
私たちの主およびそのキリストのものと
なった。主は永遠に支配される』」

サタンの誘惑に惑わされながら、人間
が支配していたこの世は終わったと、過

大患難時代の中間
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）11章
14節から15節、「第二のわざわいは過ぎ
去った。見よ。第三のわざわいがすぐに
来る。第七の御使いがラッパを吹き鳴ら
した。すると、天に大きな声々が起こって
言った。『この世の国は私たちの主および
そのキリストのものとなった。主は永遠に
支配される。』」

14節で、「第二のわざわいは過ぎ去っ
た。見よ。第三のわざわいがすぐに来る」
と言われています。地震によって

みやこ

都 、エ
ルサレムの10分の1が破壊され、7千人

去形で預言の成就の確実性を語っていま
す。第7のラッパである七つの鉢の災い
は、1260日（3年半）続きます。その期間
は一日も延ばされることがありません。そ
して、天国では勝利が宣言されました。
後半の3年半が残っていますが、神の御国
の到来が確実であることを知らせています。

ふた」は、イエス様を表しています。イエ
ス様は、罪を十字架の血潮で覆って、誰
も見ることができないようにしてくださっ
たのです。「聖書は、逆に、すべての人を
罪の下に閉じ込めました。それは約束が、
イエス・キリストに対する信仰によって、
信じる人々に与えられるためです｣（ガラ
3:22）と示しています。しかし今は、十字
架の血潮できよめられ、罪の奴隷から解
放されたのです。

ヘブル人への手紙10章20節、「イエス
はご自分の肉体という垂れ幕を通して、
私たちのためにこの新しい生ける道を設
けてくださったのです」

神殿の中にあった垂れ幕は、神様のご
臨在が現れる、契約の箱のある至聖所を
仕切って、大祭司が一年に一度だけ入る
ことができた場所です。その垂れ幕は、
イエス・キリストの肉体を表していたのです。

マタイの福音書27章50節から51節、
「そのとき、イエスはもう一度大声で叫ん
で、息を引き取られた。すると、見よ。
神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂け
た。そして、地が揺れ動き、岩が裂けた」

50節で、「イエスはもう一度大声で叫
んで、息を引き取られた」と同時に、神殿
の幕が上から下まで裂けました。ヨハネ
が天の神殿を見て、中を見ると垂れ幕は
ありません。ゆえに、ヨハネは契約の箱
を見ることができたのです。黙示録11章
19節の最後に、「また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」
というのは、全能の神様の御力とご臨在
を表しています。

大患難時代7年間の
中間の時

同じく24節で、「彼らのあとに、もう
ひとりの王が立つ」というのは、ダニエル
書9章27節で「荒らす忌むべき者」と呼
ばれる反キリストのことを預言しています。
また、ダニエル書7章24節では、「彼は
先の者たちと異なり、三人の王を打ち倒
す」と言っています。

この預言ですが、反キリストは10人の
王たちとは違い、親密な関係によって支
配を行うのではなく、王たちのうちの三
人の王が、反キリストに反逆するため打
ち倒すと言っています。黙示録17章12
節、「あなたが見た十本の角は、十人の
王たちで、彼らは、まだ国を受けてはい
ませんが、獣とともに、一時だけ王の権
威を受けます」と、10本の角が10人の
王であることを語っています。しかし、こ
の合併による王たちの支配される時代は、
まだ未来のことであると伝えています。

この王たちの支配する時代は、「獣ととも
に、一時だけ王の権威を受けます」と黙示
録13章で書かれているように、獣と呼ば
れる反キリストと共に、一時だけ権威を
受けます。聖書で、一時と言うのは一年の
ことです。10人の王は短い期間、王の権
威を受けますが、三人が倒された後は、反
キリストのしもべになると考えられます。

現在、欧州連合（EU）もアラブ連盟も
それぞれ合併していますが、この二つは
ローマ帝 国が支 配してきた領 土です。
ローマ帝国が復興するということが、多く
の神学者によって議論されています。現在、
合併している国々は10カ国をはるかに超
える欧州連合（EU）とアラブ連盟ですが、
恐らく近い将来、10カ国が支配することで
落ち着くのではないかと考えられています。

黙示録12章4節、「その尾は、天の星
の三分の一を引き寄せると、それらを地
上に投げた。また、竜は子を産もうとし
ている女の前に立っていた。彼女が子を
産んだとき、その子を食い尽くすためで
あった」

4節で、「その尾は、天の星の三分の一
を引き寄せると、それらを地上に投げた」
とあります。このみことばは、神学者に
よって意見が異なります。昔から考えられ
てきた解釈としては、サタンが罪を犯した時、
天使たちのうちの3分の1がサタンの味
方となり、その堕天使たちを地上に送っ
て人間を攻撃させているという理解です。

同じく4節で、「竜は子を産もうとして
いる女の前に立っていた。彼女が子を産
んだとき、その子を食い尽くすためであっ
た」というのは、女であるイスラエルがイ
エス様を産もうとしている時、イエス様が
十字架の御働きを成し遂げないように、
何度も殺そうとしました。イエス様のご生
誕の後、2歳以下の男児すべてを虐殺し
たのはそのためです。また、イエス様が
舟の中で眠っていらっしゃる時、舟を沈
めようと嵐を送ったり、ユダヤ人の投石に
よって殺害しようとしたり、さまざまな方
法でイエス様を食い尽くそうとしました。

黙示録12章5節、「女は男の子を産んだ。
この子は、鉄の杖をもって、すべての
国々の民を牧するはずである。その子は
神のみもと、その御座に引き上げられた」

女であるイスラエルは男の子を産みま
した。5節で、「すべての国々の民を牧す

るはずである」と、メシア王国の到来後の
政治情勢を預言しています。メシア王国
で、国々を牧するとき、鉄の杖を持つこ
とが預言されています。すべての王国の
人間が従順であるなら鉄の杖は必要あり
ません。メシア王国である千年王国では、
サタンの誘惑はありませんが、人間の不
従順さは簡単に変えることができないと
思われます。それゆえ、イエス様は鉄の
杖を持って、厳しく民を統治なさいます。

同じく5節で、「その子は神のみもと、
その御座に引き上げられた」とあります。
かつてイエス様が地上におられた時、ユ
ダヤ人がイエス・キリストを自分たちのメシ
アだと受け入れなかったがゆえに、イエ
ス様は今、天で父なる神様の右側に座し、
再び地上に戻られる時を待っておられます。

ホセア書5章15節で、「彼らが自分の
罪を認め、わたしの顔を慕い求めるまで、
わたしはわたしの所に戻っていよう。彼ら
は苦しみながら、わたしを捜し求めよう」
と預言されています。イエス様は、イスラ
エルの民が主であるイエス様を訪ね求め
るまで、天におられます。

黙示録12章1節から5節までは、イス
ラエル（女）とサタン（竜）について書かれて
います。イエス・キリストの再臨をとどめ
ようと、サタンと反キリストが必死になっ
てユダヤ人を抹殺しようとしています。大
患難時代の中間で、反キリストに追われ
たイスラエルの民は荒野に逃げていきます。

次号ではイスラエルの民が逃亡する場
所、神様が備えられた場所について共に
学んでまいりましょう。

20節で、「ケルビムは翼を上のほうに
伸べ広げ、その翼で『贖いのふた』をおおう
ようにする」というのは、契約の箱をケル
ビムの四つの翼が、かぶさるように覆って
いるのです。同じく20節で、「ケルビムの
顔が『贖いのふた』に向かうようにしなけ
ればならない」とは、ケルビムの顔が

ふた

蓋の
方向に頭を下げているのです。ご臨在が
現れる所ですから、へりくだっている姿です。

21節で、「『贖いのふた』を箱の上に載
せる」、これが「契約の箱」の蓋で、ヘブ
ライ語では「カッポーレ」と言います。こ
のカッポーレの所に、神様のご臨在が現
れます。同じく21節で、「箱の中には、
わたしが与えるさとしを納めなければなら
ない」の「さとし」は、二枚の石に刻まれ
ている十戒です。十戒は、罪を表す律法
です。十戒がなければ、何が罪で、何が
罪ではないのかが明確になりません。

ガラテヤ人への手紙3章22節、「しか
し聖書は、逆に、すべての人を罪の下に
閉じ込めました。それは約束が、イエ
ス・キリストに対する信仰によって、信じ
る人々に与えられるためです」

律法は、「違反を示すためにつけ加え
られた」とあり、その律法である十戒が契
約の箱の中に入っていたのです。契約の
箱の中身は、私たちの罪を表しています。
その契約の箱の上には、「贖いのふた」が
かぶさっていました。この契約の箱は、
神殿の中にあった垂れ幕の向こう側で、
大祭司以外、誰も見ることができない所
でした。
「贖いのふた」は、「カッポーレ＝

おお

覆う」と
いう意味なのです。契約の箱の「贖いの

ヤコブの悩みの時
エレミヤ書30章7節、「その日は大い
なる日、比べるものもない日だ。それは
ヤコブにも苦難の時だ。しかし彼はそれ
から救われる」

いよいよ終わりが迫ってくる残りの時間
が少ないことを知って、サタンがいかにし
てイスラエルの民を抹殺しようかと追い掛
けてきます。7節で、「その日は大いなる
日、比べるものもない日だ。それはヤコ
ブにも苦難の時だ」と預言されているよう
に、大患難時代後半の3年半は、イスラ
エルの民の苦難の時です。「しかし彼はそ
れから救われる」と言われているように、
この苦難の時を通して、イスラエルに救
いがやってきます。

黙示録12章1節から2節、「また、巨
大なしるしが天に現れた。ひとりの女が
太陽を着て、月を足の下に踏み、頭には
十二の星の冠をかぶっていた。この女は、
みごもっていたが、産みの苦しみと痛み
のために、叫び声をあげた」

1節で、「ひとりの女が太陽を着て、月
を足の下に踏み、頭には十二の星の冠を
かぶっていた」というこのみことばは、ヨ
セフの夢に関連しています。　 
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千年王国の後、永遠の神の御国である
新天新地の到来前に、黙示録20章11節
から15節に語られている、死者の復活と
白い御座の審判の時を示していると考え
られます。イエス様のあがないを信じな
い者すべてが、復活して審判を受ける時
です。

同じ18節で、「預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です」と言われています。神様を信
じて主に従ってきた者たちが、最高の報
いを受ける時です。一方で、神様に逆ら
い、神様に仕えている者を迫害してきた
者たちが滅ぼされる、罰すべき者が、罰
せられる時になります（出34:7）。

黙示録11章19節、「それから、天に
ある、神の神殿が開かれた。神殿の中に、
契約の箱が見えた。また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」

黙示録11章16節から18節、「それか
ら、神の御前で自分たちの座に着いてい
る二十四人の長老たちも、地にひれ伏し、
神を礼拝して、言った。『万物の支配者、
今いまし、昔います神である主。あなた
が、その偉大な力を働かせて、王となら
れたことを感謝します。諸国の民は怒り
ました。しかし、あなたの御怒りの日が
来ました。死者のさばかれる時、あなた
のしもべである預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です』」

17節で、「万物の支配者、今いまし、
昔います神である主」は、今もおられ、
永遠から永遠に存在なさる、全知全能の
神様です。同じく17節で、「その偉大な
力を働かせて、王となられたことを感謝
します」と、24人の長老が地にひれ伏し
ています。

18節で、「諸国の民は怒りました。し
かし、あなたの御怒りの日が来ました」と
言っています。それは、封印の災いも
ラッパの災いも神罰であることを知りなが
ら、また二人の証人の起こした出来事に
もかかわらず、諸国の民は悔い改めるこ
となく真の神様に対して怒りました。

救いの道を知らせようとされる神様の
お働きに気を留めることがない諸国の民
は、これまでも主の御怒りが注がれてい
ましたが、いよいよ激しい御怒りが注が
れます。18節で、「死者のさばかれる時」
というのは、終末に生きている者が裁か
れるだけではなく、神様に逆らってきた
人類すべての死者たちも裁かれるのです。

栄子・スティーブンス

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 21
―その13未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan
（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに
拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のための
カルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
いよいよ2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンスProfile

創世記37章9節から10節、「ヨセフは
また、ほかの夢を見て、それを兄たちに
話した。彼は、『また、私は夢を見ました
よ。見ると、太陽と月と十一の星が私を
伏し拝んでいるのです』と言った。ヨセフ
が父や兄たちに話したとき、父は彼をし
かって言った。『おまえの見た夢は、いっ
たい何なのだ。私や、おまえの母上、兄
さんたちが、おまえのところに進み出て、
地に伏しておまえを拝むとでも言うのか』」

9節で、「太陽と月と十一の星が私を伏
し拝んでいるのです」と、ヨセフが言って
います。10節で父親のヤコブが、「おま
えの見た夢は、いったい何なのだ。私や、
おまえの母上、兄さんたちが、おまえの
ところに進み出て、地に伏しておまえを拝
むとでも言うのか」。これは、太陽がヤコ
ブ、月がヨセフの母親ラケル、そして、
11人の兄たちが11個の星で現れていま
す。この黙示録12章1節のみことばは、
イスラエルを表しています。

イスラエルの民は12部族ですから12
の星であるべきですが、ヨセフがイエス
様の象徴となっているため、11の星がヨ
セフにひれ伏しています。実際にこの夢
は創世記42章から44章で成就し、兄弟
たちがヨセフとは気付かずエジプトの高
官となったヨセフにひれ伏しています。

また、創世記50章18節で、父ヤコブ
が死んだ後、「彼の兄弟たちも来て、彼
の前にひれ伏して言った。『私たちはあな
たの奴隷です』」と言ってヨセフにひれ伏
し、夢の成就を告げています。この黙示
録のみことばは、イスラエルです。黙示
録12章2節で、「この女は、みごもって
いたが、産みの苦しみと痛みのために、
叫び声をあげた」とあります。女であるイ
スラエルがみごもっているのはイエス様で
す。12章5節で、そのことが明らかにな
ります。

サタンが支配権を握った
七つの国々
黙示録12章3節、「また、別のしるし

が天に現れた。見よ。大きな赤い竜であ
る。七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」

3節で、「別のしるしが天に現れた。
見よ。大きな赤い竜である」。この竜は、

「悪魔とかサタン」という説明が12章9
節に出てきます。サタンとは、ヘブライ
語で「敵」という意味です。悪魔はギリ
シャ語で、「通告者または告発者」という
意味です。

同じく3節に、この赤い竜であるサタン
は、「七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」という不
気味な者です。七つの頭は、聖書の記述
から見ますと、イスラエルを亡き者にしよ
うと動いていたサタンが、支配権を握っ
た七つの国々の数を表していると考えら
れます。

このサタンは、七つの冠を持っていま
す。この冠は、ギリシャ語の「ディアデ
マ」です。これは、支配者が持つ冠です。
七つの国々を支配して、イスラエルを圧
迫することに成功したことを表していると
考えられます。

10本の角は、終わりの日の支配者たち
で、ダニエル書と黙示録に10人の王たち
のことが記されています。ダニエル書7章
24節、「十本の角は、この国から立つ十
人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」とあります。24節で、

「十本の角は、この国から立つ十人の王」
というのは、終末の日の支配者が、合併
し統一した国々の王たちだと言っています。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3
大患難時代の中間まで来ました。さあ、今月も共に学んでいきましょう。

天の本物の神殿です。モーセの幕屋も
ソロモンの神殿も、天にある物の写しな
のです。

ヘブル人への手紙8章5節、「その人た
ちは、天にあるものの写しと影とに仕えて
いるのであって、それらはモーセが幕屋
を建てようとしたとき、神から御告げを受
けたとおりのものです。神はこう言われた
のです。『よく注意しなさい。山であなた
に示された型に従って、すべてのものを
作りなさい』」

地でつくられたものは、天にある神殿
のひな型です。祭司たちは、そのひな型
に仕えていたのです。ヨハネは天の神殿
の幻を見ており、中には契約の箱が見え
ています。神様は「契約の神様」です。ア
ブラハムとの契約、ダビデとの契約、そ
して教会に対する契約を決してお忘れに
ならない、必ず成就させるお方です。契
約の箱とはいったい何なのでしょう。

出エジプト記25章20節から22節、
「ケルビムは翼を上のほうに伸べ広げ、そ
の翼で『贖いのふた』をおおうようにする。
互いに向かい合って、ケルビムの顔が『贖
いのふた』に向かうようにしなければなら
ない。その『贖いのふた』を箱の上に載せ
る。箱の中には、わたしが与えるさとし
を納めなければならない。わたしはそこ
であなたと会見し、その『贖いのふた』の
上から、すなわちあかしの箱の上の二つ
のケルビムの間から、イスラエル人につ
いて、あなたに命じることをことごとくあ
なたに語ろう」

が死んだという出来事が11章13節で起
こりました。これが、三つの災いのうち
の、第2の災いの終わりを告げる出来事
です。そしていよいよ、最後の第3の災
いが来ます。

15節で、「第七の御使いがラッパを吹
き鳴らした」とあり、ついに七つの鉢であ
る最後の災いが始まります。これが終わ
ると、主のご再臨です。同じく15節で、
こう宣言されました。「すると、天に大き
な声々が起こって言った。『この世の国は
私たちの主およびそのキリストのものと
なった。主は永遠に支配される』」

サタンの誘惑に惑わされながら、人間
が支配していたこの世は終わったと、過

大患難時代の中間
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）11章
14節から15節、「第二のわざわいは過ぎ
去った。見よ。第三のわざわいがすぐに
来る。第七の御使いがラッパを吹き鳴ら
した。すると、天に大きな声々が起こって
言った。『この世の国は私たちの主および
そのキリストのものとなった。主は永遠に
支配される。』」

14節で、「第二のわざわいは過ぎ去っ
た。見よ。第三のわざわいがすぐに来る」
と言われています。地震によって

みやこ

都 、エ
ルサレムの10分の1が破壊され、7千人

去形で預言の成就の確実性を語っていま
す。第7のラッパである七つの鉢の災い
は、1260日（3年半）続きます。その期間
は一日も延ばされることがありません。そ
して、天国では勝利が宣言されました。
後半の3年半が残っていますが、神の御国
の到来が確実であることを知らせています。

ふた」は、イエス様を表しています。イエ
ス様は、罪を十字架の血潮で覆って、誰
も見ることができないようにしてくださっ
たのです。「聖書は、逆に、すべての人を
罪の下に閉じ込めました。それは約束が、
イエス・キリストに対する信仰によって、
信じる人々に与えられるためです｣（ガラ
3:22）と示しています。しかし今は、十字
架の血潮できよめられ、罪の奴隷から解
放されたのです。

ヘブル人への手紙10章20節、「イエス
はご自分の肉体という垂れ幕を通して、
私たちのためにこの新しい生ける道を設
けてくださったのです」

神殿の中にあった垂れ幕は、神様のご
臨在が現れる、契約の箱のある至聖所を
仕切って、大祭司が一年に一度だけ入る
ことができた場所です。その垂れ幕は、
イエス・キリストの肉体を表していたのです。

マタイの福音書27章50節から51節、
「そのとき、イエスはもう一度大声で叫ん
で、息を引き取られた。すると、見よ。
神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂け
た。そして、地が揺れ動き、岩が裂けた」

50節で、「イエスはもう一度大声で叫
んで、息を引き取られた」と同時に、神殿
の幕が上から下まで裂けました。ヨハネ
が天の神殿を見て、中を見ると垂れ幕は
ありません。ゆえに、ヨハネは契約の箱
を見ることができたのです。黙示録11章
19節の最後に、「また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」
というのは、全能の神様の御力とご臨在
を表しています。

大患難時代7年間の
中間の時

同じく24節で、「彼らのあとに、もう
ひとりの王が立つ」というのは、ダニエル
書9章27節で「荒らす忌むべき者」と呼
ばれる反キリストのことを預言しています。
また、ダニエル書7章24節では、「彼は
先の者たちと異なり、三人の王を打ち倒
す」と言っています。

この預言ですが、反キリストは10人の
王たちとは違い、親密な関係によって支
配を行うのではなく、王たちのうちの三
人の王が、反キリストに反逆するため打
ち倒すと言っています。黙示録17章12
節、「あなたが見た十本の角は、十人の
王たちで、彼らは、まだ国を受けてはい
ませんが、獣とともに、一時だけ王の権
威を受けます」と、10本の角が10人の
王であることを語っています。しかし、こ
の合併による王たちの支配される時代は、
まだ未来のことであると伝えています。

この王たちの支配する時代は、「獣ととも
に、一時だけ王の権威を受けます」と黙示
録13章で書かれているように、獣と呼ば
れる反キリストと共に、一時だけ権威を
受けます。聖書で、一時と言うのは一年の
ことです。10人の王は短い期間、王の権
威を受けますが、三人が倒された後は、反
キリストのしもべになると考えられます。

現在、欧州連合（EU）もアラブ連盟も
それぞれ合併していますが、この二つは
ローマ帝 国が支 配してきた領 土です。
ローマ帝国が復興するということが、多く
の神学者によって議論されています。現在、
合併している国々は10カ国をはるかに超
える欧州連合（EU）とアラブ連盟ですが、
恐らく近い将来、10カ国が支配することで
落ち着くのではないかと考えられています。

黙示録12章4節、「その尾は、天の星
の三分の一を引き寄せると、それらを地
上に投げた。また、竜は子を産もうとし
ている女の前に立っていた。彼女が子を
産んだとき、その子を食い尽くすためで
あった」

4節で、「その尾は、天の星の三分の一
を引き寄せると、それらを地上に投げた」
とあります。このみことばは、神学者に
よって意見が異なります。昔から考えられ
てきた解釈としては、サタンが罪を犯した時、
天使たちのうちの3分の1がサタンの味
方となり、その堕天使たちを地上に送っ
て人間を攻撃させているという理解です。

同じく4節で、「竜は子を産もうとして
いる女の前に立っていた。彼女が子を産
んだとき、その子を食い尽くすためであっ
た」というのは、女であるイスラエルがイ
エス様を産もうとしている時、イエス様が
十字架の御働きを成し遂げないように、
何度も殺そうとしました。イエス様のご生
誕の後、2歳以下の男児すべてを虐殺し
たのはそのためです。また、イエス様が
舟の中で眠っていらっしゃる時、舟を沈
めようと嵐を送ったり、ユダヤ人の投石に
よって殺害しようとしたり、さまざまな方
法でイエス様を食い尽くそうとしました。

黙示録12章5節、「女は男の子を産んだ。
この子は、鉄の杖をもって、すべての
国々の民を牧するはずである。その子は
神のみもと、その御座に引き上げられた」

女であるイスラエルは男の子を産みま
した。5節で、「すべての国々の民を牧す

るはずである」と、メシア王国の到来後の
政治情勢を預言しています。メシア王国
で、国々を牧するとき、鉄の杖を持つこ
とが預言されています。すべての王国の
人間が従順であるなら鉄の杖は必要あり
ません。メシア王国である千年王国では、
サタンの誘惑はありませんが、人間の不
従順さは簡単に変えることができないと
思われます。それゆえ、イエス様は鉄の
杖を持って、厳しく民を統治なさいます。

同じく5節で、「その子は神のみもと、
その御座に引き上げられた」とあります。
かつてイエス様が地上におられた時、ユ
ダヤ人がイエス・キリストを自分たちのメシ
アだと受け入れなかったがゆえに、イエ
ス様は今、天で父なる神様の右側に座し、
再び地上に戻られる時を待っておられます。

ホセア書5章15節で、「彼らが自分の
罪を認め、わたしの顔を慕い求めるまで、
わたしはわたしの所に戻っていよう。彼ら
は苦しみながら、わたしを捜し求めよう」
と預言されています。イエス様は、イスラ
エルの民が主であるイエス様を訪ね求め
るまで、天におられます。

黙示録12章1節から5節までは、イス
ラエル（女）とサタン（竜）について書かれて
います。イエス・キリストの再臨をとどめ
ようと、サタンと反キリストが必死になっ
てユダヤ人を抹殺しようとしています。大
患難時代の中間で、反キリストに追われ
たイスラエルの民は荒野に逃げていきます。

次号ではイスラエルの民が逃亡する場
所、神様が備えられた場所について共に
学んでまいりましょう。

20節で、「ケルビムは翼を上のほうに
伸べ広げ、その翼で『贖いのふた』をおおう
ようにする」というのは、契約の箱をケル
ビムの四つの翼が、かぶさるように覆って
いるのです。同じく20節で、「ケルビムの
顔が『贖いのふた』に向かうようにしなけ
ればならない」とは、ケルビムの顔が

ふた

蓋の
方向に頭を下げているのです。ご臨在が
現れる所ですから、へりくだっている姿です。

21節で、「『贖いのふた』を箱の上に載
せる」、これが「契約の箱」の蓋で、ヘブ
ライ語では「カッポーレ」と言います。こ
のカッポーレの所に、神様のご臨在が現
れます。同じく21節で、「箱の中には、
わたしが与えるさとしを納めなければなら
ない」の「さとし」は、二枚の石に刻まれ
ている十戒です。十戒は、罪を表す律法
です。十戒がなければ、何が罪で、何が
罪ではないのかが明確になりません。

ガラテヤ人への手紙3章22節、「しか
し聖書は、逆に、すべての人を罪の下に
閉じ込めました。それは約束が、イエ
ス・キリストに対する信仰によって、信じ
る人々に与えられるためです」

律法は、「違反を示すためにつけ加え
られた」とあり、その律法である十戒が契
約の箱の中に入っていたのです。契約の
箱の中身は、私たちの罪を表しています。
その契約の箱の上には、「贖いのふた」が
かぶさっていました。この契約の箱は、
神殿の中にあった垂れ幕の向こう側で、
大祭司以外、誰も見ることができない所
でした。
「贖いのふた」は、「カッポーレ＝

おお

覆う」と
いう意味なのです。契約の箱の「贖いの

ヤコブの悩みの時
エレミヤ書30章7節、「その日は大い
なる日、比べるものもない日だ。それは
ヤコブにも苦難の時だ。しかし彼はそれ
から救われる」

いよいよ終わりが迫ってくる残りの時間
が少ないことを知って、サタンがいかにし
てイスラエルの民を抹殺しようかと追い掛
けてきます。7節で、「その日は大いなる
日、比べるものもない日だ。それはヤコ
ブにも苦難の時だ」と預言されているよう
に、大患難時代後半の3年半は、イスラ
エルの民の苦難の時です。「しかし彼はそ
れから救われる」と言われているように、
この苦難の時を通して、イスラエルに救
いがやってきます。

黙示録12章1節から2節、「また、巨
大なしるしが天に現れた。ひとりの女が
太陽を着て、月を足の下に踏み、頭には
十二の星の冠をかぶっていた。この女は、
みごもっていたが、産みの苦しみと痛み
のために、叫び声をあげた」

1節で、「ひとりの女が太陽を着て、月
を足の下に踏み、頭には十二の星の冠を
かぶっていた」というこのみことばは、ヨ
セフの夢に関連しています。　 
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千年王国の後、永遠の神の御国である
新天新地の到来前に、黙示録20章11節
から15節に語られている、死者の復活と
白い御座の審判の時を示していると考え
られます。イエス様のあがないを信じな
い者すべてが、復活して審判を受ける時
です。

同じ18節で、「預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です」と言われています。神様を信
じて主に従ってきた者たちが、最高の報
いを受ける時です。一方で、神様に逆ら
い、神様に仕えている者を迫害してきた
者たちが滅ぼされる、罰すべき者が、罰
せられる時になります（出34:7）。

黙示録11章19節、「それから、天に
ある、神の神殿が開かれた。神殿の中に、
契約の箱が見えた。また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」

黙示録11章16節から18節、「それか
ら、神の御前で自分たちの座に着いてい
る二十四人の長老たちも、地にひれ伏し、
神を礼拝して、言った。『万物の支配者、
今いまし、昔います神である主。あなた
が、その偉大な力を働かせて、王となら
れたことを感謝します。諸国の民は怒り
ました。しかし、あなたの御怒りの日が
来ました。死者のさばかれる時、あなた
のしもべである預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です』」

17節で、「万物の支配者、今いまし、
昔います神である主」は、今もおられ、
永遠から永遠に存在なさる、全知全能の
神様です。同じく17節で、「その偉大な
力を働かせて、王となられたことを感謝
します」と、24人の長老が地にひれ伏し
ています。

18節で、「諸国の民は怒りました。し
かし、あなたの御怒りの日が来ました」と
言っています。それは、封印の災いも
ラッパの災いも神罰であることを知りなが
ら、また二人の証人の起こした出来事に
もかかわらず、諸国の民は悔い改めるこ
となく真の神様に対して怒りました。

救いの道を知らせようとされる神様の
お働きに気を留めることがない諸国の民
は、これまでも主の御怒りが注がれてい
ましたが、いよいよ激しい御怒りが注が
れます。18節で、「死者のさばかれる時」
というのは、終末に生きている者が裁か
れるだけではなく、神様に逆らってきた
人類すべての死者たちも裁かれるのです。

サタンが支配権を握った七つの国々 国際連合本部（ニューヨーク市）

創世記37章9節から10節、「ヨセフは
また、ほかの夢を見て、それを兄たちに
話した。彼は、『また、私は夢を見ました
よ。見ると、太陽と月と十一の星が私を
伏し拝んでいるのです』と言った。ヨセフ
が父や兄たちに話したとき、父は彼をし
かって言った。『おまえの見た夢は、いっ
たい何なのだ。私や、おまえの母上、兄
さんたちが、おまえのところに進み出て、
地に伏しておまえを拝むとでも言うのか』」

9節で、「太陽と月と十一の星が私を伏
し拝んでいるのです」と、ヨセフが言って
います。10節で父親のヤコブが、「おま
えの見た夢は、いったい何なのだ。私や、
おまえの母上、兄さんたちが、おまえの
ところに進み出て、地に伏しておまえを拝
むとでも言うのか」。これは、太陽がヤコ
ブ、月がヨセフの母親ラケル、そして、
11人の兄たちが11個の星で現れていま
す。この黙示録12章1節のみことばは、
イスラエルを表しています。

イスラエルの民は12部族ですから12
の星であるべきですが、ヨセフがイエス
様の象徴となっているため、11の星がヨ
セフにひれ伏しています。実際にこの夢
は創世記42章から44章で成就し、兄弟
たちがヨセフとは気付かずエジプトの高
官となったヨセフにひれ伏しています。

また、創世記50章18節で、父ヤコブ
が死んだ後、「彼の兄弟たちも来て、彼
の前にひれ伏して言った。『私たちはあな
たの奴隷です』」と言ってヨセフにひれ伏
し、夢の成就を告げています。この黙示
録のみことばは、イスラエルです。黙示
録12章2節で、「この女は、みごもって
いたが、産みの苦しみと痛みのために、
叫び声をあげた」とあります。女であるイ
スラエルがみごもっているのはイエス様で
す。12章5節で、そのことが明らかにな
ります。

サタンが支配権を握った
七つの国々
黙示録12章3節、「また、別のしるし

が天に現れた。見よ。大きな赤い竜であ
る。七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」

3節で、「別のしるしが天に現れた。
見よ。大きな赤い竜である」。この竜は、

「悪魔とかサタン」という説明が12章9
節に出てきます。サタンとは、ヘブライ
語で「敵」という意味です。悪魔はギリ
シャ語で、「通告者または告発者」という
意味です。

同じく3節に、この赤い竜であるサタン
は、「七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」という不
気味な者です。七つの頭は、聖書の記述
から見ますと、イスラエルを亡き者にしよ
うと動いていたサタンが、支配権を握っ
た七つの国々の数を表していると考えら
れます。

このサタンは、七つの冠を持っていま
す。この冠は、ギリシャ語の「ディアデ
マ」です。これは、支配者が持つ冠です。
七つの国々を支配して、イスラエルを圧
迫することに成功したことを表していると
考えられます。

10本の角は、終わりの日の支配者たち
で、ダニエル書と黙示録に10人の王たち
のことが記されています。ダニエル書7章
24節、「十本の角は、この国から立つ十
人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」とあります。24節で、

「十本の角は、この国から立つ十人の王」
というのは、終末の日の支配者が、合併
し統一した国々の王たちだと言っています。

天の本物の神殿です。モーセの幕屋も
ソロモンの神殿も、天にある物の写しな
のです。

ヘブル人への手紙8章5節、「その人た
ちは、天にあるものの写しと影とに仕えて
いるのであって、それらはモーセが幕屋
を建てようとしたとき、神から御告げを受
けたとおりのものです。神はこう言われた
のです。『よく注意しなさい。山であなた
に示された型に従って、すべてのものを
作りなさい』」

地でつくられたものは、天にある神殿
のひな型です。祭司たちは、そのひな型
に仕えていたのです。ヨハネは天の神殿
の幻を見ており、中には契約の箱が見え
ています。神様は「契約の神様」です。ア
ブラハムとの契約、ダビデとの契約、そ
して教会に対する契約を決してお忘れに
ならない、必ず成就させるお方です。契
約の箱とはいったい何なのでしょう。

出エジプト記25章20節から22節、
「ケルビムは翼を上のほうに伸べ広げ、そ
の翼で『贖いのふた』をおおうようにする。
互いに向かい合って、ケルビムの顔が『贖
いのふた』に向かうようにしなければなら
ない。その『贖いのふた』を箱の上に載せ
る。箱の中には、わたしが与えるさとし
を納めなければならない。わたしはそこ
であなたと会見し、その『贖いのふた』の
上から、すなわちあかしの箱の上の二つ
のケルビムの間から、イスラエル人につ
いて、あなたに命じることをことごとくあ
なたに語ろう」

が死んだという出来事が11章13節で起
こりました。これが、三つの災いのうち
の、第2の災いの終わりを告げる出来事
です。そしていよいよ、最後の第3の災
いが来ます。

15節で、「第七の御使いがラッパを吹
き鳴らした」とあり、ついに七つの鉢であ
る最後の災いが始まります。これが終わ
ると、主のご再臨です。同じく15節で、
こう宣言されました。「すると、天に大き
な声々が起こって言った。『この世の国は
私たちの主およびそのキリストのものと
なった。主は永遠に支配される』」

サタンの誘惑に惑わされながら、人間
が支配していたこの世は終わったと、過

大患難時代の中間
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）11章
14節から15節、「第二のわざわいは過ぎ
去った。見よ。第三のわざわいがすぐに
来る。第七の御使いがラッパを吹き鳴ら
した。すると、天に大きな声々が起こって
言った。『この世の国は私たちの主および
そのキリストのものとなった。主は永遠に
支配される。』」

14節で、「第二のわざわいは過ぎ去っ
た。見よ。第三のわざわいがすぐに来る」
と言われています。地震によって

みやこ

都 、エ
ルサレムの10分の1が破壊され、7千人

去形で預言の成就の確実性を語っていま
す。第7のラッパである七つの鉢の災い
は、1260日（3年半）続きます。その期間
は一日も延ばされることがありません。そ
して、天国では勝利が宣言されました。
後半の3年半が残っていますが、神の御国
の到来が確実であることを知らせています。

ふた」は、イエス様を表しています。イエ
ス様は、罪を十字架の血潮で覆って、誰
も見ることができないようにしてくださっ
たのです。「聖書は、逆に、すべての人を
罪の下に閉じ込めました。それは約束が、
イエス・キリストに対する信仰によって、
信じる人々に与えられるためです｣（ガラ
3:22）と示しています。しかし今は、十字
架の血潮できよめられ、罪の奴隷から解
放されたのです。

ヘブル人への手紙10章20節、「イエス
はご自分の肉体という垂れ幕を通して、
私たちのためにこの新しい生ける道を設
けてくださったのです」

神殿の中にあった垂れ幕は、神様のご
臨在が現れる、契約の箱のある至聖所を
仕切って、大祭司が一年に一度だけ入る
ことができた場所です。その垂れ幕は、
イエス・キリストの肉体を表していたのです。

マタイの福音書27章50節から51節、
「そのとき、イエスはもう一度大声で叫ん
で、息を引き取られた。すると、見よ。
神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂け
た。そして、地が揺れ動き、岩が裂けた」

50節で、「イエスはもう一度大声で叫
んで、息を引き取られた」と同時に、神殿
の幕が上から下まで裂けました。ヨハネ
が天の神殿を見て、中を見ると垂れ幕は
ありません。ゆえに、ヨハネは契約の箱
を見ることができたのです。黙示録11章
19節の最後に、「また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」
というのは、全能の神様の御力とご臨在
を表しています。

同じく24節で、「彼らのあとに、もう
ひとりの王が立つ」というのは、ダニエル
書9章27節で「荒らす忌むべき者」と呼
ばれる反キリストのことを預言しています。
また、ダニエル書7章24節では、「彼は
先の者たちと異なり、三人の王を打ち倒
す」と言っています。

この預言ですが、反キリストは10人の
王たちとは違い、親密な関係によって支
配を行うのではなく、王たちのうちの三
人の王が、反キリストに反逆するため打
ち倒すと言っています。黙示録17章12
節、「あなたが見た十本の角は、十人の
王たちで、彼らは、まだ国を受けてはい
ませんが、獣とともに、一時だけ王の権
威を受けます」と、10本の角が10人の
王であることを語っています。しかし、こ
の合併による王たちの支配される時代は、
まだ未来のことであると伝えています。

この王たちの支配する時代は、「獣ととも
に、一時だけ王の権威を受けます」と黙示
録13章で書かれているように、獣と呼ば
れる反キリストと共に、一時だけ権威を
受けます。聖書で、一時と言うのは一年の
ことです。10人の王は短い期間、王の権
威を受けますが、三人が倒された後は、反
キリストのしもべになると考えられます。

現在、欧州連合（EU）もアラブ連盟も
それぞれ合併していますが、この二つは
ローマ帝 国が支 配してきた領 土です。
ローマ帝国が復興するということが、多く
の神学者によって議論されています。現在、
合併している国々は10カ国をはるかに超
える欧州連合（EU）とアラブ連盟ですが、
恐らく近い将来、10カ国が支配することで
落ち着くのではないかと考えられています。

黙示録12章4節、「その尾は、天の星
の三分の一を引き寄せると、それらを地
上に投げた。また、竜は子を産もうとし
ている女の前に立っていた。彼女が子を
産んだとき、その子を食い尽くすためで
あった」

4節で、「その尾は、天の星の三分の一
を引き寄せると、それらを地上に投げた」
とあります。このみことばは、神学者に
よって意見が異なります。昔から考えられ
てきた解釈としては、サタンが罪を犯した時、
天使たちのうちの3分の1がサタンの味
方となり、その堕天使たちを地上に送っ
て人間を攻撃させているという理解です。

同じく4節で、「竜は子を産もうとして
いる女の前に立っていた。彼女が子を産
んだとき、その子を食い尽くすためであっ
た」というのは、女であるイスラエルがイ
エス様を産もうとしている時、イエス様が
十字架の御働きを成し遂げないように、
何度も殺そうとしました。イエス様のご生
誕の後、2歳以下の男児すべてを虐殺し
たのはそのためです。また、イエス様が
舟の中で眠っていらっしゃる時、舟を沈
めようと嵐を送ったり、ユダヤ人の投石に
よって殺害しようとしたり、さまざまな方
法でイエス様を食い尽くそうとしました。

黙示録12章5節、「女は男の子を産んだ。
この子は、鉄の杖をもって、すべての
国々の民を牧するはずである。その子は
神のみもと、その御座に引き上げられた」

女であるイスラエルは男の子を産みま
した。5節で、「すべての国々の民を牧す

るはずである」と、メシア王国の到来後の
政治情勢を預言しています。メシア王国
で、国々を牧するとき、鉄の杖を持つこ
とが預言されています。すべての王国の
人間が従順であるなら鉄の杖は必要あり
ません。メシア王国である千年王国では、
サタンの誘惑はありませんが、人間の不
従順さは簡単に変えることができないと
思われます。それゆえ、イエス様は鉄の
杖を持って、厳しく民を統治なさいます。

同じく5節で、「その子は神のみもと、
その御座に引き上げられた」とあります。
かつてイエス様が地上におられた時、ユ
ダヤ人がイエス・キリストを自分たちのメシ
アだと受け入れなかったがゆえに、イエ
ス様は今、天で父なる神様の右側に座し、
再び地上に戻られる時を待っておられます。

ホセア書5章15節で、「彼らが自分の
罪を認め、わたしの顔を慕い求めるまで、
わたしはわたしの所に戻っていよう。彼ら
は苦しみながら、わたしを捜し求めよう」
と預言されています。イエス様は、イスラ
エルの民が主であるイエス様を訪ね求め
るまで、天におられます。

黙示録12章1節から5節までは、イス
ラエル（女）とサタン（竜）について書かれて
います。イエス・キリストの再臨をとどめ
ようと、サタンと反キリストが必死になっ
てユダヤ人を抹殺しようとしています。大
患難時代の中間で、反キリストに追われ
たイスラエルの民は荒野に逃げていきます。

次号ではイスラエルの民が逃亡する場
所、神様が備えられた場所について共に
学んでまいりましょう。

20節で、「ケルビムは翼を上のほうに
伸べ広げ、その翼で『贖いのふた』をおおう
ようにする」というのは、契約の箱をケル
ビムの四つの翼が、かぶさるように覆って
いるのです。同じく20節で、「ケルビムの
顔が『贖いのふた』に向かうようにしなけ
ればならない」とは、ケルビムの顔が

ふた

蓋の
方向に頭を下げているのです。ご臨在が
現れる所ですから、へりくだっている姿です。

21節で、「『贖いのふた』を箱の上に載
せる」、これが「契約の箱」の蓋で、ヘブ
ライ語では「カッポーレ」と言います。こ
のカッポーレの所に、神様のご臨在が現
れます。同じく21節で、「箱の中には、
わたしが与えるさとしを納めなければなら
ない」の「さとし」は、二枚の石に刻まれ
ている十戒です。十戒は、罪を表す律法
です。十戒がなければ、何が罪で、何が
罪ではないのかが明確になりません。

ガラテヤ人への手紙3章22節、「しか
し聖書は、逆に、すべての人を罪の下に
閉じ込めました。それは約束が、イエ
ス・キリストに対する信仰によって、信じ
る人々に与えられるためです」

律法は、「違反を示すためにつけ加え
られた」とあり、その律法である十戒が契
約の箱の中に入っていたのです。契約の
箱の中身は、私たちの罪を表しています。
その契約の箱の上には、「贖いのふた」が
かぶさっていました。この契約の箱は、
神殿の中にあった垂れ幕の向こう側で、
大祭司以外、誰も見ることができない所
でした。
「贖いのふた」は、「カッポーレ＝

おお

覆う」と
いう意味なのです。契約の箱の「贖いの

ヤコブの悩みの時
エレミヤ書30章7節、「その日は大い
なる日、比べるものもない日だ。それは
ヤコブにも苦難の時だ。しかし彼はそれ
から救われる」

いよいよ終わりが迫ってくる残りの時間
が少ないことを知って、サタンがいかにし
てイスラエルの民を抹殺しようかと追い掛
けてきます。7節で、「その日は大いなる
日、比べるものもない日だ。それはヤコ
ブにも苦難の時だ」と預言されているよう
に、大患難時代後半の3年半は、イスラ
エルの民の苦難の時です。「しかし彼はそ
れから救われる」と言われているように、
この苦難の時を通して、イスラエルに救
いがやってきます。

黙示録12章1節から2節、「また、巨
大なしるしが天に現れた。ひとりの女が
太陽を着て、月を足の下に踏み、頭には
十二の星の冠をかぶっていた。この女は、
みごもっていたが、産みの苦しみと痛み
のために、叫び声をあげた」

1節で、「ひとりの女が太陽を着て、月
を足の下に踏み、頭には十二の星の冠を
かぶっていた」というこのみことばは、ヨ
セフの夢に関連しています。　 

1. イスラエルの民を奴隷にした「エジプト」。
2. イスラエル王国が南北に分裂した後、北王国（イスラエル）を捕囚として連行した

「アッシリヤ」。
3. 南王国（ユダ）を捕囚として連行した「バビロン」。
4. エズラ記やエステル記などにあるように、捕囚となっていたユダヤ人を帰還させ

ましたが、ユダヤ人を支配しユダヤ人で帰還しなかった人々を抹殺しようとした
「メディアとペルシャ」（エステル記3:12～13）。

5. ユダヤ人が律法を守ることを禁止し、ユダヤ人の神殿をゼウスの神殿に変え、
マカビー戦争を起こさせた「ギリシャ」。（中間時代・紀元前2世紀）

6. ユダヤを支配し、イエス様を十字架に架け、ユダヤ人を世界離散させた「ローマ」。
7. 終末に起こる、いや、今すでに始まっているとも言える、「世界の国々が合併し

統一する最後の支配者たちと反キリスト」。
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千年王国の後、永遠の神の御国である
新天新地の到来前に、黙示録20章11節
から15節に語られている、死者の復活と
白い御座の審判の時を示していると考え
られます。イエス様のあがないを信じな
い者すべてが、復活して審判を受ける時
です。

同じ18節で、「預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です」と言われています。神様を信
じて主に従ってきた者たちが、最高の報
いを受ける時です。一方で、神様に逆ら
い、神様に仕えている者を迫害してきた
者たちが滅ぼされる、罰すべき者が、罰
せられる時になります（出34:7）。

黙示録11章19節、「それから、天に
ある、神の神殿が開かれた。神殿の中に、
契約の箱が見えた。また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」

黙示録11章16節から18節、「それか
ら、神の御前で自分たちの座に着いてい
る二十四人の長老たちも、地にひれ伏し、
神を礼拝して、言った。『万物の支配者、
今いまし、昔います神である主。あなた
が、その偉大な力を働かせて、王となら
れたことを感謝します。諸国の民は怒り
ました。しかし、あなたの御怒りの日が
来ました。死者のさばかれる時、あなた
のしもべである預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です』」

17節で、「万物の支配者、今いまし、
昔います神である主」は、今もおられ、
永遠から永遠に存在なさる、全知全能の
神様です。同じく17節で、「その偉大な
力を働かせて、王となられたことを感謝
します」と、24人の長老が地にひれ伏し
ています。

18節で、「諸国の民は怒りました。し
かし、あなたの御怒りの日が来ました」と
言っています。それは、封印の災いも
ラッパの災いも神罰であることを知りなが
ら、また二人の証人の起こした出来事に
もかかわらず、諸国の民は悔い改めるこ
となく真の神様に対して怒りました。

救いの道を知らせようとされる神様の
お働きに気を留めることがない諸国の民
は、これまでも主の御怒りが注がれてい
ましたが、いよいよ激しい御怒りが注が
れます。18節で、「死者のさばかれる時」
というのは、終末に生きている者が裁か
れるだけではなく、神様に逆らってきた
人類すべての死者たちも裁かれるのです。

サタンが支配権を握った七つの国々 国際連合本部（ニューヨーク市）

創世記37章9節から10節、「ヨセフは
また、ほかの夢を見て、それを兄たちに
話した。彼は、『また、私は夢を見ました
よ。見ると、太陽と月と十一の星が私を
伏し拝んでいるのです』と言った。ヨセフ
が父や兄たちに話したとき、父は彼をし
かって言った。『おまえの見た夢は、いっ
たい何なのだ。私や、おまえの母上、兄
さんたちが、おまえのところに進み出て、
地に伏しておまえを拝むとでも言うのか』」

9節で、「太陽と月と十一の星が私を伏
し拝んでいるのです」と、ヨセフが言って
います。10節で父親のヤコブが、「おま
えの見た夢は、いったい何なのだ。私や、
おまえの母上、兄さんたちが、おまえの
ところに進み出て、地に伏しておまえを拝
むとでも言うのか」。これは、太陽がヤコ
ブ、月がヨセフの母親ラケル、そして、
11人の兄たちが11個の星で現れていま
す。この黙示録12章1節のみことばは、
イスラエルを表しています。

イスラエルの民は12部族ですから12
の星であるべきですが、ヨセフがイエス
様の象徴となっているため、11の星がヨ
セフにひれ伏しています。実際にこの夢
は創世記42章から44章で成就し、兄弟
たちがヨセフとは気付かずエジプトの高
官となったヨセフにひれ伏しています。

また、創世記50章18節で、父ヤコブ
が死んだ後、「彼の兄弟たちも来て、彼
の前にひれ伏して言った。『私たちはあな
たの奴隷です』」と言ってヨセフにひれ伏
し、夢の成就を告げています。この黙示
録のみことばは、イスラエルです。黙示
録12章2節で、「この女は、みごもって
いたが、産みの苦しみと痛みのために、
叫び声をあげた」とあります。女であるイ
スラエルがみごもっているのはイエス様で
す。12章5節で、そのことが明らかにな
ります。

サタンが支配権を握った
七つの国々
黙示録12章3節、「また、別のしるし

が天に現れた。見よ。大きな赤い竜であ
る。七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」

3節で、「別のしるしが天に現れた。
見よ。大きな赤い竜である」。この竜は、

「悪魔とかサタン」という説明が12章9
節に出てきます。サタンとは、ヘブライ
語で「敵」という意味です。悪魔はギリ
シャ語で、「通告者または告発者」という
意味です。

同じく3節に、この赤い竜であるサタン
は、「七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」という不
気味な者です。七つの頭は、聖書の記述
から見ますと、イスラエルを亡き者にしよ
うと動いていたサタンが、支配権を握っ
た七つの国々の数を表していると考えら
れます。

このサタンは、七つの冠を持っていま
す。この冠は、ギリシャ語の「ディアデ
マ」です。これは、支配者が持つ冠です。
七つの国々を支配して、イスラエルを圧
迫することに成功したことを表していると
考えられます。

10本の角は、終わりの日の支配者たち
で、ダニエル書と黙示録に10人の王たち
のことが記されています。ダニエル書7章
24節、「十本の角は、この国から立つ十
人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」とあります。24節で、

「十本の角は、この国から立つ十人の王」
というのは、終末の日の支配者が、合併
し統一した国々の王たちだと言っています。

天の本物の神殿です。モーセの幕屋も
ソロモンの神殿も、天にある物の写しな
のです。

ヘブル人への手紙8章5節、「その人た
ちは、天にあるものの写しと影とに仕えて
いるのであって、それらはモーセが幕屋
を建てようとしたとき、神から御告げを受
けたとおりのものです。神はこう言われた
のです。『よく注意しなさい。山であなた
に示された型に従って、すべてのものを
作りなさい』」

地でつくられたものは、天にある神殿
のひな型です。祭司たちは、そのひな型
に仕えていたのです。ヨハネは天の神殿
の幻を見ており、中には契約の箱が見え
ています。神様は「契約の神様」です。ア
ブラハムとの契約、ダビデとの契約、そ
して教会に対する契約を決してお忘れに
ならない、必ず成就させるお方です。契
約の箱とはいったい何なのでしょう。

出エジプト記25章20節から22節、
「ケルビムは翼を上のほうに伸べ広げ、そ
の翼で『贖いのふた』をおおうようにする。
互いに向かい合って、ケルビムの顔が『贖
いのふた』に向かうようにしなければなら
ない。その『贖いのふた』を箱の上に載せ
る。箱の中には、わたしが与えるさとし
を納めなければならない。わたしはそこ
であなたと会見し、その『贖いのふた』の
上から、すなわちあかしの箱の上の二つ
のケルビムの間から、イスラエル人につ
いて、あなたに命じることをことごとくあ
なたに語ろう」

が死んだという出来事が11章13節で起
こりました。これが、三つの災いのうち
の、第2の災いの終わりを告げる出来事
です。そしていよいよ、最後の第3の災
いが来ます。

15節で、「第七の御使いがラッパを吹
き鳴らした」とあり、ついに七つの鉢であ
る最後の災いが始まります。これが終わ
ると、主のご再臨です。同じく15節で、
こう宣言されました。「すると、天に大き
な声々が起こって言った。『この世の国は
私たちの主およびそのキリストのものと
なった。主は永遠に支配される』」

サタンの誘惑に惑わされながら、人間
が支配していたこの世は終わったと、過

大患難時代の中間
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）11章
14節から15節、「第二のわざわいは過ぎ
去った。見よ。第三のわざわいがすぐに
来る。第七の御使いがラッパを吹き鳴ら
した。すると、天に大きな声々が起こって
言った。『この世の国は私たちの主および
そのキリストのものとなった。主は永遠に
支配される。』」

14節で、「第二のわざわいは過ぎ去っ
た。見よ。第三のわざわいがすぐに来る」
と言われています。地震によって

みやこ

都 、エ
ルサレムの10分の1が破壊され、7千人

去形で預言の成就の確実性を語っていま
す。第7のラッパである七つの鉢の災い
は、1260日（3年半）続きます。その期間
は一日も延ばされることがありません。そ
して、天国では勝利が宣言されました。
後半の3年半が残っていますが、神の御国
の到来が確実であることを知らせています。

ふた」は、イエス様を表しています。イエ
ス様は、罪を十字架の血潮で覆って、誰
も見ることができないようにしてくださっ
たのです。「聖書は、逆に、すべての人を
罪の下に閉じ込めました。それは約束が、
イエス・キリストに対する信仰によって、
信じる人々に与えられるためです｣（ガラ
3:22）と示しています。しかし今は、十字
架の血潮できよめられ、罪の奴隷から解
放されたのです。

ヘブル人への手紙10章20節、「イエス
はご自分の肉体という垂れ幕を通して、
私たちのためにこの新しい生ける道を設
けてくださったのです」

神殿の中にあった垂れ幕は、神様のご
臨在が現れる、契約の箱のある至聖所を
仕切って、大祭司が一年に一度だけ入る
ことができた場所です。その垂れ幕は、
イエス・キリストの肉体を表していたのです。

マタイの福音書27章50節から51節、
「そのとき、イエスはもう一度大声で叫ん
で、息を引き取られた。すると、見よ。
神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂け
た。そして、地が揺れ動き、岩が裂けた」

50節で、「イエスはもう一度大声で叫
んで、息を引き取られた」と同時に、神殿
の幕が上から下まで裂けました。ヨハネ
が天の神殿を見て、中を見ると垂れ幕は
ありません。ゆえに、ヨハネは契約の箱
を見ることができたのです。黙示録11章
19節の最後に、「また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」
というのは、全能の神様の御力とご臨在
を表しています。

同じく24節で、「彼らのあとに、もう
ひとりの王が立つ」というのは、ダニエル
書9章27節で「荒らす忌むべき者」と呼
ばれる反キリストのことを預言しています。
また、ダニエル書7章24節では、「彼は
先の者たちと異なり、三人の王を打ち倒
す」と言っています。

この預言ですが、反キリストは10人の
王たちとは違い、親密な関係によって支
配を行うのではなく、王たちのうちの三
人の王が、反キリストに反逆するため打
ち倒すと言っています。黙示録17章12
節、「あなたが見た十本の角は、十人の
王たちで、彼らは、まだ国を受けてはい
ませんが、獣とともに、一時だけ王の権
威を受けます」と、10本の角が10人の
王であることを語っています。しかし、こ
の合併による王たちの支配される時代は、
まだ未来のことであると伝えています。

この王たちの支配する時代は、「獣ととも
に、一時だけ王の権威を受けます」と黙示
録13章で書かれているように、獣と呼ば
れる反キリストと共に、一時だけ権威を
受けます。聖書で、一時と言うのは一年の
ことです。10人の王は短い期間、王の権
威を受けますが、三人が倒された後は、反
キリストのしもべになると考えられます。

現在、欧州連合（EU）もアラブ連盟も
それぞれ合併していますが、この二つは
ローマ帝 国が支 配してきた領 土です。
ローマ帝国が復興するということが、多く
の神学者によって議論されています。現在、
合併している国々は10カ国をはるかに超
える欧州連合（EU）とアラブ連盟ですが、
恐らく近い将来、10カ国が支配することで
落ち着くのではないかと考えられています。

黙示録12章4節、「その尾は、天の星
の三分の一を引き寄せると、それらを地
上に投げた。また、竜は子を産もうとし
ている女の前に立っていた。彼女が子を
産んだとき、その子を食い尽くすためで
あった」

4節で、「その尾は、天の星の三分の一
を引き寄せると、それらを地上に投げた」
とあります。このみことばは、神学者に
よって意見が異なります。昔から考えられ
てきた解釈としては、サタンが罪を犯した時、
天使たちのうちの3分の1がサタンの味
方となり、その堕天使たちを地上に送っ
て人間を攻撃させているという理解です。

同じく4節で、「竜は子を産もうとして
いる女の前に立っていた。彼女が子を産
んだとき、その子を食い尽くすためであっ
た」というのは、女であるイスラエルがイ
エス様を産もうとしている時、イエス様が
十字架の御働きを成し遂げないように、
何度も殺そうとしました。イエス様のご生
誕の後、2歳以下の男児すべてを虐殺し
たのはそのためです。また、イエス様が
舟の中で眠っていらっしゃる時、舟を沈
めようと嵐を送ったり、ユダヤ人の投石に
よって殺害しようとしたり、さまざまな方
法でイエス様を食い尽くそうとしました。

黙示録12章5節、「女は男の子を産んだ。
この子は、鉄の杖をもって、すべての
国々の民を牧するはずである。その子は
神のみもと、その御座に引き上げられた」

女であるイスラエルは男の子を産みま
した。5節で、「すべての国々の民を牧す

るはずである」と、メシア王国の到来後の
政治情勢を預言しています。メシア王国
で、国々を牧するとき、鉄の杖を持つこ
とが預言されています。すべての王国の
人間が従順であるなら鉄の杖は必要あり
ません。メシア王国である千年王国では、
サタンの誘惑はありませんが、人間の不
従順さは簡単に変えることができないと
思われます。それゆえ、イエス様は鉄の
杖を持って、厳しく民を統治なさいます。

同じく5節で、「その子は神のみもと、
その御座に引き上げられた」とあります。
かつてイエス様が地上におられた時、ユ
ダヤ人がイエス・キリストを自分たちのメシ
アだと受け入れなかったがゆえに、イエ
ス様は今、天で父なる神様の右側に座し、
再び地上に戻られる時を待っておられます。

ホセア書5章15節で、「彼らが自分の
罪を認め、わたしの顔を慕い求めるまで、
わたしはわたしの所に戻っていよう。彼ら
は苦しみながら、わたしを捜し求めよう」
と預言されています。イエス様は、イスラ
エルの民が主であるイエス様を訪ね求め
るまで、天におられます。

黙示録12章1節から5節までは、イス
ラエル（女）とサタン（竜）について書かれて
います。イエス・キリストの再臨をとどめ
ようと、サタンと反キリストが必死になっ
てユダヤ人を抹殺しようとしています。大
患難時代の中間で、反キリストに追われ
たイスラエルの民は荒野に逃げていきます。

次号ではイスラエルの民が逃亡する場
所、神様が備えられた場所について共に
学んでまいりましょう。

20節で、「ケルビムは翼を上のほうに
伸べ広げ、その翼で『贖いのふた』をおおう
ようにする」というのは、契約の箱をケル
ビムの四つの翼が、かぶさるように覆って
いるのです。同じく20節で、「ケルビムの
顔が『贖いのふた』に向かうようにしなけ
ればならない」とは、ケルビムの顔が

ふた

蓋の
方向に頭を下げているのです。ご臨在が
現れる所ですから、へりくだっている姿です。

21節で、「『贖いのふた』を箱の上に載
せる」、これが「契約の箱」の蓋で、ヘブ
ライ語では「カッポーレ」と言います。こ
のカッポーレの所に、神様のご臨在が現
れます。同じく21節で、「箱の中には、
わたしが与えるさとしを納めなければなら
ない」の「さとし」は、二枚の石に刻まれ
ている十戒です。十戒は、罪を表す律法
です。十戒がなければ、何が罪で、何が
罪ではないのかが明確になりません。

ガラテヤ人への手紙3章22節、「しか
し聖書は、逆に、すべての人を罪の下に
閉じ込めました。それは約束が、イエ
ス・キリストに対する信仰によって、信じ
る人々に与えられるためです」

律法は、「違反を示すためにつけ加え
られた」とあり、その律法である十戒が契
約の箱の中に入っていたのです。契約の
箱の中身は、私たちの罪を表しています。
その契約の箱の上には、「贖いのふた」が
かぶさっていました。この契約の箱は、
神殿の中にあった垂れ幕の向こう側で、
大祭司以外、誰も見ることができない所
でした。
「贖いのふた」は、「カッポーレ＝

おお

覆う」と
いう意味なのです。契約の箱の「贖いの

ヤコブの悩みの時
エレミヤ書30章7節、「その日は大い
なる日、比べるものもない日だ。それは
ヤコブにも苦難の時だ。しかし彼はそれ
から救われる」

いよいよ終わりが迫ってくる残りの時間
が少ないことを知って、サタンがいかにし
てイスラエルの民を抹殺しようかと追い掛
けてきます。7節で、「その日は大いなる
日、比べるものもない日だ。それはヤコ
ブにも苦難の時だ」と預言されているよう
に、大患難時代後半の3年半は、イスラ
エルの民の苦難の時です。「しかし彼はそ
れから救われる」と言われているように、
この苦難の時を通して、イスラエルに救
いがやってきます。

黙示録12章1節から2節、「また、巨
大なしるしが天に現れた。ひとりの女が
太陽を着て、月を足の下に踏み、頭には
十二の星の冠をかぶっていた。この女は、
みごもっていたが、産みの苦しみと痛み
のために、叫び声をあげた」

1節で、「ひとりの女が太陽を着て、月
を足の下に踏み、頭には十二の星の冠を
かぶっていた」というこのみことばは、ヨ
セフの夢に関連しています。　 

1. イスラエルの民を奴隷にした「エジプト」。
2. イスラエル王国が南北に分裂した後、北王国（イスラエル）を捕囚として連行した

「アッシリヤ」。
3. 南王国（ユダ）を捕囚として連行した「バビロン」。
4. エズラ記やエステル記などにあるように、捕囚となっていたユダヤ人を帰還させ

ましたが、ユダヤ人を支配しユダヤ人で帰還しなかった人々を抹殺しようとした
「メディアとペルシャ」（エステル記3:12～13）。

5. ユダヤ人が律法を守ることを禁止し、ユダヤ人の神殿をゼウスの神殿に変え、
マカビー戦争を起こさせた「ギリシャ」。（中間時代・紀元前2世紀）

6. ユダヤを支配し、イエス様を十字架に架け、ユダヤ人を世界離散させた「ローマ」。
7. 終末に起こる、いや、今すでに始まっているとも言える、「世界の国々が合併し

統一する最後の支配者たちと反キリスト」。
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千年王国の後、永遠の神の御国である
新天新地の到来前に、黙示録20章11節
から15節に語られている、死者の復活と
白い御座の審判の時を示していると考え
られます。イエス様のあがないを信じな
い者すべてが、復活して審判を受ける時
です。

同じ18節で、「預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です」と言われています。神様を信
じて主に従ってきた者たちが、最高の報
いを受ける時です。一方で、神様に逆ら
い、神様に仕えている者を迫害してきた
者たちが滅ぼされる、罰すべき者が、罰
せられる時になります（出34:7）。

黙示録11章19節、「それから、天に
ある、神の神殿が開かれた。神殿の中に、
契約の箱が見えた。また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」

黙示録11章16節から18節、「それか
ら、神の御前で自分たちの座に着いてい
る二十四人の長老たちも、地にひれ伏し、
神を礼拝して、言った。『万物の支配者、
今いまし、昔います神である主。あなた
が、その偉大な力を働かせて、王となら
れたことを感謝します。諸国の民は怒り
ました。しかし、あなたの御怒りの日が
来ました。死者のさばかれる時、あなた
のしもべである預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です』」

17節で、「万物の支配者、今いまし、
昔います神である主」は、今もおられ、
永遠から永遠に存在なさる、全知全能の
神様です。同じく17節で、「その偉大な
力を働かせて、王となられたことを感謝
します」と、24人の長老が地にひれ伏し
ています。

18節で、「諸国の民は怒りました。し
かし、あなたの御怒りの日が来ました」と
言っています。それは、封印の災いも
ラッパの災いも神罰であることを知りなが
ら、また二人の証人の起こした出来事に
もかかわらず、諸国の民は悔い改めるこ
となく真の神様に対して怒りました。

救いの道を知らせようとされる神様の
お働きに気を留めることがない諸国の民
は、これまでも主の御怒りが注がれてい
ましたが、いよいよ激しい御怒りが注が
れます。18節で、「死者のさばかれる時」
というのは、終末に生きている者が裁か
れるだけではなく、神様に逆らってきた
人類すべての死者たちも裁かれるのです。

創世記37章9節から10節、「ヨセフは
また、ほかの夢を見て、それを兄たちに
話した。彼は、『また、私は夢を見ました
よ。見ると、太陽と月と十一の星が私を
伏し拝んでいるのです』と言った。ヨセフ
が父や兄たちに話したとき、父は彼をし
かって言った。『おまえの見た夢は、いっ
たい何なのだ。私や、おまえの母上、兄
さんたちが、おまえのところに進み出て、
地に伏しておまえを拝むとでも言うのか』」

9節で、「太陽と月と十一の星が私を伏
し拝んでいるのです」と、ヨセフが言って
います。10節で父親のヤコブが、「おま
えの見た夢は、いったい何なのだ。私や、
おまえの母上、兄さんたちが、おまえの
ところに進み出て、地に伏しておまえを拝
むとでも言うのか」。これは、太陽がヤコ
ブ、月がヨセフの母親ラケル、そして、
11人の兄たちが11個の星で現れていま
す。この黙示録12章1節のみことばは、
イスラエルを表しています。

イスラエルの民は12部族ですから12
の星であるべきですが、ヨセフがイエス
様の象徴となっているため、11の星がヨ
セフにひれ伏しています。実際にこの夢
は創世記42章から44章で成就し、兄弟
たちがヨセフとは気付かずエジプトの高
官となったヨセフにひれ伏しています。

また、創世記50章18節で、父ヤコブ
が死んだ後、「彼の兄弟たちも来て、彼
の前にひれ伏して言った。『私たちはあな
たの奴隷です』」と言ってヨセフにひれ伏
し、夢の成就を告げています。この黙示
録のみことばは、イスラエルです。黙示
録12章2節で、「この女は、みごもって
いたが、産みの苦しみと痛みのために、
叫び声をあげた」とあります。女であるイ
スラエルがみごもっているのはイエス様で
す。12章5節で、そのことが明らかにな
ります。

サタンが支配権を握った
七つの国々
黙示録12章3節、「また、別のしるし

が天に現れた。見よ。大きな赤い竜であ
る。七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」

3節で、「別のしるしが天に現れた。
見よ。大きな赤い竜である」。この竜は、

「悪魔とかサタン」という説明が12章9
節に出てきます。サタンとは、ヘブライ
語で「敵」という意味です。悪魔はギリ
シャ語で、「通告者または告発者」という
意味です。

同じく3節に、この赤い竜であるサタン
は、「七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」という不
気味な者です。七つの頭は、聖書の記述
から見ますと、イスラエルを亡き者にしよ
うと動いていたサタンが、支配権を握っ
た七つの国々の数を表していると考えら
れます。

このサタンは、七つの冠を持っていま
す。この冠は、ギリシャ語の「ディアデ
マ」です。これは、支配者が持つ冠です。
七つの国々を支配して、イスラエルを圧
迫することに成功したことを表していると
考えられます。

10本の角は、終わりの日の支配者たち
で、ダニエル書と黙示録に10人の王たち
のことが記されています。ダニエル書7章
24節、「十本の角は、この国から立つ十
人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」とあります。24節で、

「十本の角は、この国から立つ十人の王」
というのは、終末の日の支配者が、合併
し統一した国々の王たちだと言っています。

天の本物の神殿です。モーセの幕屋も
ソロモンの神殿も、天にある物の写しな
のです。

ヘブル人への手紙8章5節、「その人た
ちは、天にあるものの写しと影とに仕えて
いるのであって、それらはモーセが幕屋
を建てようとしたとき、神から御告げを受
けたとおりのものです。神はこう言われた
のです。『よく注意しなさい。山であなた
に示された型に従って、すべてのものを
作りなさい』」

地でつくられたものは、天にある神殿
のひな型です。祭司たちは、そのひな型
に仕えていたのです。ヨハネは天の神殿
の幻を見ており、中には契約の箱が見え
ています。神様は「契約の神様」です。ア
ブラハムとの契約、ダビデとの契約、そ
して教会に対する契約を決してお忘れに
ならない、必ず成就させるお方です。契
約の箱とはいったい何なのでしょう。

出エジプト記25章20節から22節、
「ケルビムは翼を上のほうに伸べ広げ、そ
の翼で『贖いのふた』をおおうようにする。
互いに向かい合って、ケルビムの顔が『贖
いのふた』に向かうようにしなければなら
ない。その『贖いのふた』を箱の上に載せ
る。箱の中には、わたしが与えるさとし
を納めなければならない。わたしはそこ
であなたと会見し、その『贖いのふた』の
上から、すなわちあかしの箱の上の二つ
のケルビムの間から、イスラエル人につ
いて、あなたに命じることをことごとくあ
なたに語ろう」

が死んだという出来事が11章13節で起
こりました。これが、三つの災いのうち
の、第2の災いの終わりを告げる出来事
です。そしていよいよ、最後の第3の災
いが来ます。

15節で、「第七の御使いがラッパを吹
き鳴らした」とあり、ついに七つの鉢であ
る最後の災いが始まります。これが終わ
ると、主のご再臨です。同じく15節で、
こう宣言されました。「すると、天に大き
な声々が起こって言った。『この世の国は
私たちの主およびそのキリストのものと
なった。主は永遠に支配される』」

サタンの誘惑に惑わされながら、人間
が支配していたこの世は終わったと、過

大患難時代の中間
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）11章
14節から15節、「第二のわざわいは過ぎ
去った。見よ。第三のわざわいがすぐに
来る。第七の御使いがラッパを吹き鳴ら
した。すると、天に大きな声々が起こって
言った。『この世の国は私たちの主および
そのキリストのものとなった。主は永遠に
支配される。』」

14節で、「第二のわざわいは過ぎ去っ
た。見よ。第三のわざわいがすぐに来る」
と言われています。地震によって

みやこ

都 、エ
ルサレムの10分の1が破壊され、7千人

去形で預言の成就の確実性を語っていま
す。第7のラッパである七つの鉢の災い
は、1260日（3年半）続きます。その期間
は一日も延ばされることがありません。そ
して、天国では勝利が宣言されました。
後半の3年半が残っていますが、神の御国
の到来が確実であることを知らせています。

ふた」は、イエス様を表しています。イエ
ス様は、罪を十字架の血潮で覆って、誰
も見ることができないようにしてくださっ
たのです。「聖書は、逆に、すべての人を
罪の下に閉じ込めました。それは約束が、
イエス・キリストに対する信仰によって、
信じる人々に与えられるためです｣（ガラ
3:22）と示しています。しかし今は、十字
架の血潮できよめられ、罪の奴隷から解
放されたのです。

ヘブル人への手紙10章20節、「イエス
はご自分の肉体という垂れ幕を通して、
私たちのためにこの新しい生ける道を設
けてくださったのです」

神殿の中にあった垂れ幕は、神様のご
臨在が現れる、契約の箱のある至聖所を
仕切って、大祭司が一年に一度だけ入る
ことができた場所です。その垂れ幕は、
イエス・キリストの肉体を表していたのです。

マタイの福音書27章50節から51節、
「そのとき、イエスはもう一度大声で叫ん
で、息を引き取られた。すると、見よ。
神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂け
た。そして、地が揺れ動き、岩が裂けた」

50節で、「イエスはもう一度大声で叫
んで、息を引き取られた」と同時に、神殿
の幕が上から下まで裂けました。ヨハネ
が天の神殿を見て、中を見ると垂れ幕は
ありません。ゆえに、ヨハネは契約の箱
を見ることができたのです。黙示録11章
19節の最後に、「また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」
というのは、全能の神様の御力とご臨在
を表しています。

同じく24節で、「彼らのあとに、もう
ひとりの王が立つ」というのは、ダニエル
書9章27節で「荒らす忌むべき者」と呼
ばれる反キリストのことを預言しています。
また、ダニエル書7章24節では、「彼は
先の者たちと異なり、三人の王を打ち倒
す」と言っています。

この預言ですが、反キリストは10人の
王たちとは違い、親密な関係によって支
配を行うのではなく、王たちのうちの三
人の王が、反キリストに反逆するため打
ち倒すと言っています。黙示録17章12
節、「あなたが見た十本の角は、十人の
王たちで、彼らは、まだ国を受けてはい
ませんが、獣とともに、一時だけ王の権
威を受けます」と、10本の角が10人の
王であることを語っています。しかし、こ
の合併による王たちの支配される時代は、
まだ未来のことであると伝えています。

この王たちの支配する時代は、「獣ととも
に、一時だけ王の権威を受けます」と黙示
録13章で書かれているように、獣と呼ば
れる反キリストと共に、一時だけ権威を
受けます。聖書で、一時と言うのは一年の
ことです。10人の王は短い期間、王の権
威を受けますが、三人が倒された後は、反
キリストのしもべになると考えられます。

現在、欧州連合（EU）もアラブ連盟も
それぞれ合併していますが、この二つは
ローマ帝 国が支 配してきた領 土です。
ローマ帝国が復興するということが、多く
の神学者によって議論されています。現在、
合併している国々は10カ国をはるかに超
える欧州連合（EU）とアラブ連盟ですが、
恐らく近い将来、10カ国が支配することで
落ち着くのではないかと考えられています。

黙示録12章4節、「その尾は、天の星
の三分の一を引き寄せると、それらを地
上に投げた。また、竜は子を産もうとし
ている女の前に立っていた。彼女が子を
産んだとき、その子を食い尽くすためで
あった」

4節で、「その尾は、天の星の三分の一
を引き寄せると、それらを地上に投げた」
とあります。このみことばは、神学者に
よって意見が異なります。昔から考えられ
てきた解釈としては、サタンが罪を犯した時、
天使たちのうちの3分の1がサタンの味
方となり、その堕天使たちを地上に送っ
て人間を攻撃させているという理解です。

同じく4節で、「竜は子を産もうとして
いる女の前に立っていた。彼女が子を産
んだとき、その子を食い尽くすためであっ
た」というのは、女であるイスラエルがイ
エス様を産もうとしている時、イエス様が
十字架の御働きを成し遂げないように、
何度も殺そうとしました。イエス様のご生
誕の後、2歳以下の男児すべてを虐殺し
たのはそのためです。また、イエス様が
舟の中で眠っていらっしゃる時、舟を沈
めようと嵐を送ったり、ユダヤ人の投石に
よって殺害しようとしたり、さまざまな方
法でイエス様を食い尽くそうとしました。

黙示録12章5節、「女は男の子を産んだ。
この子は、鉄の杖をもって、すべての
国々の民を牧するはずである。その子は
神のみもと、その御座に引き上げられた」

女であるイスラエルは男の子を産みま
した。5節で、「すべての国々の民を牧す

るはずである」と、メシア王国の到来後の
政治情勢を預言しています。メシア王国
で、国々を牧するとき、鉄の杖を持つこ
とが預言されています。すべての王国の
人間が従順であるなら鉄の杖は必要あり
ません。メシア王国である千年王国では、
サタンの誘惑はありませんが、人間の不
従順さは簡単に変えることができないと
思われます。それゆえ、イエス様は鉄の
杖を持って、厳しく民を統治なさいます。

同じく5節で、「その子は神のみもと、
その御座に引き上げられた」とあります。
かつてイエス様が地上におられた時、ユ
ダヤ人がイエス・キリストを自分たちのメシ
アだと受け入れなかったがゆえに、イエ
ス様は今、天で父なる神様の右側に座し、
再び地上に戻られる時を待っておられます。

ホセア書5章15節で、「彼らが自分の
罪を認め、わたしの顔を慕い求めるまで、
わたしはわたしの所に戻っていよう。彼ら
は苦しみながら、わたしを捜し求めよう」
と預言されています。イエス様は、イスラ
エルの民が主であるイエス様を訪ね求め
るまで、天におられます。

黙示録12章1節から5節までは、イス
ラエル（女）とサタン（竜）について書かれて
います。イエス・キリストの再臨をとどめ
ようと、サタンと反キリストが必死になっ
てユダヤ人を抹殺しようとしています。大
患難時代の中間で、反キリストに追われ
たイスラエルの民は荒野に逃げていきます。

次号ではイスラエルの民が逃亡する場
所、神様が備えられた場所について共に
学んでまいりましょう。

生きた神のことばを
日本の方々へ伝えたい

2022年3月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

20節で、「ケルビムは翼を上のほうに
伸べ広げ、その翼で『贖いのふた』をおおう
ようにする」というのは、契約の箱をケル
ビムの四つの翼が、かぶさるように覆って
いるのです。同じく20節で、「ケルビムの
顔が『贖いのふた』に向かうようにしなけ
ればならない」とは、ケルビムの顔が

ふた

蓋の
方向に頭を下げているのです。ご臨在が
現れる所ですから、へりくだっている姿です。

21節で、「『贖いのふた』を箱の上に載
せる」、これが「契約の箱」の蓋で、ヘブ
ライ語では「カッポーレ」と言います。こ
のカッポーレの所に、神様のご臨在が現
れます。同じく21節で、「箱の中には、
わたしが与えるさとしを納めなければなら
ない」の「さとし」は、二枚の石に刻まれ
ている十戒です。十戒は、罪を表す律法
です。十戒がなければ、何が罪で、何が
罪ではないのかが明確になりません。

ガラテヤ人への手紙3章22節、「しか
し聖書は、逆に、すべての人を罪の下に
閉じ込めました。それは約束が、イエ
ス・キリストに対する信仰によって、信じ
る人々に与えられるためです」

律法は、「違反を示すためにつけ加え
られた」とあり、その律法である十戒が契
約の箱の中に入っていたのです。契約の
箱の中身は、私たちの罪を表しています。
その契約の箱の上には、「贖いのふた」が
かぶさっていました。この契約の箱は、
神殿の中にあった垂れ幕の向こう側で、
大祭司以外、誰も見ることができない所
でした。
「贖いのふた」は、「カッポーレ＝

おお

覆う」と
いう意味なのです。契約の箱の「贖いの

ヤコブの悩みの時
エレミヤ書30章7節、「その日は大い
なる日、比べるものもない日だ。それは
ヤコブにも苦難の時だ。しかし彼はそれ
から救われる」

いよいよ終わりが迫ってくる残りの時間
が少ないことを知って、サタンがいかにし
てイスラエルの民を抹殺しようかと追い掛
けてきます。7節で、「その日は大いなる
日、比べるものもない日だ。それはヤコ
ブにも苦難の時だ」と預言されているよう
に、大患難時代後半の3年半は、イスラ
エルの民の苦難の時です。「しかし彼はそ
れから救われる」と言われているように、
この苦難の時を通して、イスラエルに救
いがやってきます。

黙示録12章1節から2節、「また、巨
大なしるしが天に現れた。ひとりの女が
太陽を着て、月を足の下に踏み、頭には
十二の星の冠をかぶっていた。この女は、
みごもっていたが、産みの苦しみと痛み
のために、叫び声をあげた」

1節で、「ひとりの女が太陽を着て、月
を足の下に踏み、頭には十二の星の冠を
かぶっていた」というこのみことばは、ヨ
セフの夢に関連しています。　 

欧州連合
（EU）

イスラエルの荒野

アラブ連盟

尊い主の御名を賛美いたします。
主イエスが弟子たちに教えた祈りである「主の祈り」は、イエス様がおられた時から現在に至るまでの約2千年

間、主イエスを愛する者たちによって、全世界で祈り続けられてきました。

さて、イエスはある場所で祈っておられた。祈りが終わると、弟子の一人がイエスに言った。「主よ。ヨハネが
弟子たちに教えたように、私たちにも祈りを教えてください。」そこでイエスは彼らに言われた。「祈るときには、
こう言いなさい。『父よ、御名が聖なるものとされますように。御国が来ますように。』」

ルカの福音書　11章1～ 2節
　
終末の時代が近づくほど、「主の祈り」の冒頭にある「御名が聖なるものとされますように」という切なる祈りが、

全世界で主の前に捧げられているのではないでしょうか。
また、私たちは「御国が来ますように」と、とりなし祈り続けています。やがて、天のエルサレムと地のエルサレム

が一つとなり、神が世界を創造された初めのご計画は完成し、御国が完成します。私たちの祈りは、決して空しく
地に落ちるものではなく、命のみことばによる祈りは、必ず実現します。

2022年、オメガの主題聖句は、聖書の最後の一節です。
「主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。」

ヨハネの黙示録　22章21節

すべては父なる神の愛から創造された世界が始まり、その愛は御子なる主イエスの誕生、十字架、復活、昇天、
ご再臨まですべてが神の恵みです。そして、神の恵みは、ユダヤ人にも異邦人にもすべての人が、神の子どもと
される神の国の祝福を受け継ぐ相続者として驚くべき恵みが約束されています。

2022年、日本のすべての教会の祝福を祈り、お仕えし、日本の方々へ生きた神のことばである聖書の真理と恵みを
お伝えできますように。新しい思いと献身の祈りをもって、過日、オメガ・ジャパン理事会が開催されましたことを
感謝を込めてご報告させていただきます。

　
今月も主の恵みと天のあらゆる祝福が、皆様の仕えておられる教会と地域、職場や学校、すべての場所に注がれ

ますよう心よりお祈り申し上げます。
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千年王国の後、永遠の神の御国である
新天新地の到来前に、黙示録20章11節
から15節に語られている、死者の復活と
白い御座の審判の時を示していると考え
られます。イエス様のあがないを信じな
い者すべてが、復活して審判を受ける時
です。

同じ18節で、「預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です」と言われています。神様を信
じて主に従ってきた者たちが、最高の報
いを受ける時です。一方で、神様に逆ら
い、神様に仕えている者を迫害してきた
者たちが滅ぼされる、罰すべき者が、罰
せられる時になります（出34:7）。

黙示録11章19節、「それから、天に
ある、神の神殿が開かれた。神殿の中に、
契約の箱が見えた。また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」

黙示録11章16節から18節、「それか
ら、神の御前で自分たちの座に着いてい
る二十四人の長老たちも、地にひれ伏し、
神を礼拝して、言った。『万物の支配者、
今いまし、昔います神である主。あなた
が、その偉大な力を働かせて、王となら
れたことを感謝します。諸国の民は怒り
ました。しかし、あなたの御怒りの日が
来ました。死者のさばかれる時、あなた
のしもべである預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です』」

17節で、「万物の支配者、今いまし、
昔います神である主」は、今もおられ、
永遠から永遠に存在なさる、全知全能の
神様です。同じく17節で、「その偉大な
力を働かせて、王となられたことを感謝
します」と、24人の長老が地にひれ伏し
ています。

18節で、「諸国の民は怒りました。し
かし、あなたの御怒りの日が来ました」と
言っています。それは、封印の災いも
ラッパの災いも神罰であることを知りなが
ら、また二人の証人の起こした出来事に
もかかわらず、諸国の民は悔い改めるこ
となく真の神様に対して怒りました。

救いの道を知らせようとされる神様の
お働きに気を留めることがない諸国の民
は、これまでも主の御怒りが注がれてい
ましたが、いよいよ激しい御怒りが注が
れます。18節で、「死者のさばかれる時」
というのは、終末に生きている者が裁か
れるだけではなく、神様に逆らってきた
人類すべての死者たちも裁かれるのです。

創世記37章9節から10節、「ヨセフは
また、ほかの夢を見て、それを兄たちに
話した。彼は、『また、私は夢を見ました
よ。見ると、太陽と月と十一の星が私を
伏し拝んでいるのです』と言った。ヨセフ
が父や兄たちに話したとき、父は彼をし
かって言った。『おまえの見た夢は、いっ
たい何なのだ。私や、おまえの母上、兄
さんたちが、おまえのところに進み出て、
地に伏しておまえを拝むとでも言うのか』」

9節で、「太陽と月と十一の星が私を伏
し拝んでいるのです」と、ヨセフが言って
います。10節で父親のヤコブが、「おま
えの見た夢は、いったい何なのだ。私や、
おまえの母上、兄さんたちが、おまえの
ところに進み出て、地に伏しておまえを拝
むとでも言うのか」。これは、太陽がヤコ
ブ、月がヨセフの母親ラケル、そして、
11人の兄たちが11個の星で現れていま
す。この黙示録12章1節のみことばは、
イスラエルを表しています。

イスラエルの民は12部族ですから12
の星であるべきですが、ヨセフがイエス
様の象徴となっているため、11の星がヨ
セフにひれ伏しています。実際にこの夢
は創世記42章から44章で成就し、兄弟
たちがヨセフとは気付かずエジプトの高
官となったヨセフにひれ伏しています。

また、創世記50章18節で、父ヤコブ
が死んだ後、「彼の兄弟たちも来て、彼
の前にひれ伏して言った。『私たちはあな
たの奴隷です』」と言ってヨセフにひれ伏
し、夢の成就を告げています。この黙示
録のみことばは、イスラエルです。黙示
録12章2節で、「この女は、みごもって
いたが、産みの苦しみと痛みのために、
叫び声をあげた」とあります。女であるイ
スラエルがみごもっているのはイエス様で
す。12章5節で、そのことが明らかにな
ります。

サタンが支配権を握った
七つの国々
黙示録12章3節、「また、別のしるし

が天に現れた。見よ。大きな赤い竜であ
る。七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」

3節で、「別のしるしが天に現れた。
見よ。大きな赤い竜である」。この竜は、

「悪魔とかサタン」という説明が12章9
節に出てきます。サタンとは、ヘブライ
語で「敵」という意味です。悪魔はギリ
シャ語で、「通告者または告発者」という
意味です。

同じく3節に、この赤い竜であるサタン
は、「七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」という不
気味な者です。七つの頭は、聖書の記述
から見ますと、イスラエルを亡き者にしよ
うと動いていたサタンが、支配権を握っ
た七つの国々の数を表していると考えら
れます。

このサタンは、七つの冠を持っていま
す。この冠は、ギリシャ語の「ディアデ
マ」です。これは、支配者が持つ冠です。
七つの国々を支配して、イスラエルを圧
迫することに成功したことを表していると
考えられます。

10本の角は、終わりの日の支配者たち
で、ダニエル書と黙示録に10人の王たち
のことが記されています。ダニエル書7章
24節、「十本の角は、この国から立つ十
人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」とあります。24節で、

「十本の角は、この国から立つ十人の王」
というのは、終末の日の支配者が、合併
し統一した国々の王たちだと言っています。

天の本物の神殿です。モーセの幕屋も
ソロモンの神殿も、天にある物の写しな
のです。

ヘブル人への手紙8章5節、「その人た
ちは、天にあるものの写しと影とに仕えて
いるのであって、それらはモーセが幕屋
を建てようとしたとき、神から御告げを受
けたとおりのものです。神はこう言われた
のです。『よく注意しなさい。山であなた
に示された型に従って、すべてのものを
作りなさい』」

地でつくられたものは、天にある神殿
のひな型です。祭司たちは、そのひな型
に仕えていたのです。ヨハネは天の神殿
の幻を見ており、中には契約の箱が見え
ています。神様は「契約の神様」です。ア
ブラハムとの契約、ダビデとの契約、そ
して教会に対する契約を決してお忘れに
ならない、必ず成就させるお方です。契
約の箱とはいったい何なのでしょう。

出エジプト記25章20節から22節、
「ケルビムは翼を上のほうに伸べ広げ、そ
の翼で『贖いのふた』をおおうようにする。
互いに向かい合って、ケルビムの顔が『贖
いのふた』に向かうようにしなければなら
ない。その『贖いのふた』を箱の上に載せ
る。箱の中には、わたしが与えるさとし
を納めなければならない。わたしはそこ
であなたと会見し、その『贖いのふた』の
上から、すなわちあかしの箱の上の二つ
のケルビムの間から、イスラエル人につ
いて、あなたに命じることをことごとくあ
なたに語ろう」

が死んだという出来事が11章13節で起
こりました。これが、三つの災いのうち
の、第2の災いの終わりを告げる出来事
です。そしていよいよ、最後の第3の災
いが来ます。

15節で、「第七の御使いがラッパを吹
き鳴らした」とあり、ついに七つの鉢であ
る最後の災いが始まります。これが終わ
ると、主のご再臨です。同じく15節で、
こう宣言されました。「すると、天に大き
な声々が起こって言った。『この世の国は
私たちの主およびそのキリストのものと
なった。主は永遠に支配される』」

サタンの誘惑に惑わされながら、人間
が支配していたこの世は終わったと、過

大患難時代の中間
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）11章
14節から15節、「第二のわざわいは過ぎ
去った。見よ。第三のわざわいがすぐに
来る。第七の御使いがラッパを吹き鳴ら
した。すると、天に大きな声々が起こって
言った。『この世の国は私たちの主および
そのキリストのものとなった。主は永遠に
支配される。』」

14節で、「第二のわざわいは過ぎ去っ
た。見よ。第三のわざわいがすぐに来る」
と言われています。地震によって

みやこ

都 、エ
ルサレムの10分の1が破壊され、7千人

去形で預言の成就の確実性を語っていま
す。第7のラッパである七つの鉢の災い
は、1260日（3年半）続きます。その期間
は一日も延ばされることがありません。そ
して、天国では勝利が宣言されました。
後半の3年半が残っていますが、神の御国
の到来が確実であることを知らせています。

ふた」は、イエス様を表しています。イエ
ス様は、罪を十字架の血潮で覆って、誰
も見ることができないようにしてくださっ
たのです。「聖書は、逆に、すべての人を
罪の下に閉じ込めました。それは約束が、
イエス・キリストに対する信仰によって、
信じる人々に与えられるためです｣（ガラ
3:22）と示しています。しかし今は、十字
架の血潮できよめられ、罪の奴隷から解
放されたのです。

ヘブル人への手紙10章20節、「イエス
はご自分の肉体という垂れ幕を通して、
私たちのためにこの新しい生ける道を設
けてくださったのです」

神殿の中にあった垂れ幕は、神様のご
臨在が現れる、契約の箱のある至聖所を
仕切って、大祭司が一年に一度だけ入る
ことができた場所です。その垂れ幕は、
イエス・キリストの肉体を表していたのです。

マタイの福音書27章50節から51節、
「そのとき、イエスはもう一度大声で叫ん
で、息を引き取られた。すると、見よ。
神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂け
た。そして、地が揺れ動き、岩が裂けた」

50節で、「イエスはもう一度大声で叫
んで、息を引き取られた」と同時に、神殿
の幕が上から下まで裂けました。ヨハネ
が天の神殿を見て、中を見ると垂れ幕は
ありません。ゆえに、ヨハネは契約の箱
を見ることができたのです。黙示録11章
19節の最後に、「また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」
というのは、全能の神様の御力とご臨在
を表しています。

同じく24節で、「彼らのあとに、もう
ひとりの王が立つ」というのは、ダニエル
書9章27節で「荒らす忌むべき者」と呼
ばれる反キリストのことを預言しています。
また、ダニエル書7章24節では、「彼は
先の者たちと異なり、三人の王を打ち倒
す」と言っています。

この預言ですが、反キリストは10人の
王たちとは違い、親密な関係によって支
配を行うのではなく、王たちのうちの三
人の王が、反キリストに反逆するため打
ち倒すと言っています。黙示録17章12
節、「あなたが見た十本の角は、十人の
王たちで、彼らは、まだ国を受けてはい
ませんが、獣とともに、一時だけ王の権
威を受けます」と、10本の角が10人の
王であることを語っています。しかし、こ
の合併による王たちの支配される時代は、
まだ未来のことであると伝えています。

この王たちの支配する時代は、「獣ととも
に、一時だけ王の権威を受けます」と黙示
録13章で書かれているように、獣と呼ば
れる反キリストと共に、一時だけ権威を
受けます。聖書で、一時と言うのは一年の
ことです。10人の王は短い期間、王の権
威を受けますが、三人が倒された後は、反
キリストのしもべになると考えられます。

現在、欧州連合（EU）もアラブ連盟も
それぞれ合併していますが、この二つは
ローマ帝 国が支 配してきた領 土です。
ローマ帝国が復興するということが、多く
の神学者によって議論されています。現在、
合併している国々は10カ国をはるかに超
える欧州連合（EU）とアラブ連盟ですが、
恐らく近い将来、10カ国が支配することで
落ち着くのではないかと考えられています。

黙示録12章4節、「その尾は、天の星
の三分の一を引き寄せると、それらを地
上に投げた。また、竜は子を産もうとし
ている女の前に立っていた。彼女が子を
産んだとき、その子を食い尽くすためで
あった」

4節で、「その尾は、天の星の三分の一
を引き寄せると、それらを地上に投げた」
とあります。このみことばは、神学者に
よって意見が異なります。昔から考えられ
てきた解釈としては、サタンが罪を犯した時、
天使たちのうちの3分の1がサタンの味
方となり、その堕天使たちを地上に送っ
て人間を攻撃させているという理解です。

同じく4節で、「竜は子を産もうとして
いる女の前に立っていた。彼女が子を産
んだとき、その子を食い尽くすためであっ
た」というのは、女であるイスラエルがイ
エス様を産もうとしている時、イエス様が
十字架の御働きを成し遂げないように、
何度も殺そうとしました。イエス様のご生
誕の後、2歳以下の男児すべてを虐殺し
たのはそのためです。また、イエス様が
舟の中で眠っていらっしゃる時、舟を沈
めようと嵐を送ったり、ユダヤ人の投石に
よって殺害しようとしたり、さまざまな方
法でイエス様を食い尽くそうとしました。

黙示録12章5節、「女は男の子を産んだ。
この子は、鉄の杖をもって、すべての
国々の民を牧するはずである。その子は
神のみもと、その御座に引き上げられた」

女であるイスラエルは男の子を産みま
した。5節で、「すべての国々の民を牧す

るはずである」と、メシア王国の到来後の
政治情勢を預言しています。メシア王国
で、国々を牧するとき、鉄の杖を持つこ
とが預言されています。すべての王国の
人間が従順であるなら鉄の杖は必要あり
ません。メシア王国である千年王国では、
サタンの誘惑はありませんが、人間の不
従順さは簡単に変えることができないと
思われます。それゆえ、イエス様は鉄の
杖を持って、厳しく民を統治なさいます。

同じく5節で、「その子は神のみもと、
その御座に引き上げられた」とあります。
かつてイエス様が地上におられた時、ユ
ダヤ人がイエス・キリストを自分たちのメシ
アだと受け入れなかったがゆえに、イエ
ス様は今、天で父なる神様の右側に座し、
再び地上に戻られる時を待っておられます。

ホセア書5章15節で、「彼らが自分の
罪を認め、わたしの顔を慕い求めるまで、
わたしはわたしの所に戻っていよう。彼ら
は苦しみながら、わたしを捜し求めよう」
と預言されています。イエス様は、イスラ
エルの民が主であるイエス様を訪ね求め
るまで、天におられます。

黙示録12章1節から5節までは、イス
ラエル（女）とサタン（竜）について書かれて
います。イエス・キリストの再臨をとどめ
ようと、サタンと反キリストが必死になっ
てユダヤ人を抹殺しようとしています。大
患難時代の中間で、反キリストに追われ
たイスラエルの民は荒野に逃げていきます。

次号ではイスラエルの民が逃亡する場
所、神様が備えられた場所について共に
学んでまいりましょう。

生きた神のことばを
日本の方々へ伝えたい

2022年3月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

20節で、「ケルビムは翼を上のほうに
伸べ広げ、その翼で『贖いのふた』をおおう
ようにする」というのは、契約の箱をケル
ビムの四つの翼が、かぶさるように覆って
いるのです。同じく20節で、「ケルビムの
顔が『贖いのふた』に向かうようにしなけ
ればならない」とは、ケルビムの顔が

ふた

蓋の
方向に頭を下げているのです。ご臨在が
現れる所ですから、へりくだっている姿です。

21節で、「『贖いのふた』を箱の上に載
せる」、これが「契約の箱」の蓋で、ヘブ
ライ語では「カッポーレ」と言います。こ
のカッポーレの所に、神様のご臨在が現
れます。同じく21節で、「箱の中には、
わたしが与えるさとしを納めなければなら
ない」の「さとし」は、二枚の石に刻まれ
ている十戒です。十戒は、罪を表す律法
です。十戒がなければ、何が罪で、何が
罪ではないのかが明確になりません。

ガラテヤ人への手紙3章22節、「しか
し聖書は、逆に、すべての人を罪の下に
閉じ込めました。それは約束が、イエ
ス・キリストに対する信仰によって、信じ
る人々に与えられるためです」

律法は、「違反を示すためにつけ加え
られた」とあり、その律法である十戒が契
約の箱の中に入っていたのです。契約の
箱の中身は、私たちの罪を表しています。
その契約の箱の上には、「贖いのふた」が
かぶさっていました。この契約の箱は、
神殿の中にあった垂れ幕の向こう側で、
大祭司以外、誰も見ることができない所
でした。
「贖いのふた」は、「カッポーレ＝

おお

覆う」と
いう意味なのです。契約の箱の「贖いの

ヤコブの悩みの時
エレミヤ書30章7節、「その日は大い
なる日、比べるものもない日だ。それは
ヤコブにも苦難の時だ。しかし彼はそれ
から救われる」

いよいよ終わりが迫ってくる残りの時間
が少ないことを知って、サタンがいかにし
てイスラエルの民を抹殺しようかと追い掛
けてきます。7節で、「その日は大いなる
日、比べるものもない日だ。それはヤコ
ブにも苦難の時だ」と預言されているよう
に、大患難時代後半の3年半は、イスラ
エルの民の苦難の時です。「しかし彼はそ
れから救われる」と言われているように、
この苦難の時を通して、イスラエルに救
いがやってきます。

黙示録12章1節から2節、「また、巨
大なしるしが天に現れた。ひとりの女が
太陽を着て、月を足の下に踏み、頭には
十二の星の冠をかぶっていた。この女は、
みごもっていたが、産みの苦しみと痛み
のために、叫び声をあげた」

1節で、「ひとりの女が太陽を着て、月
を足の下に踏み、頭には十二の星の冠を
かぶっていた」というこのみことばは、ヨ
セフの夢に関連しています。　 

欧州連合
（EU）

イスラエルの荒野

アラブ連盟

尊い主の御名を賛美いたします。
主イエスが弟子たちに教えた祈りである「主の祈り」は、イエス様がおられた時から現在に至るまでの約2千年

間、主イエスを愛する者たちによって、全世界で祈り続けられてきました。

さて、イエスはある場所で祈っておられた。祈りが終わると、弟子の一人がイエスに言った。「主よ。ヨハネが
弟子たちに教えたように、私たちにも祈りを教えてください。」そこでイエスは彼らに言われた。「祈るときには、
こう言いなさい。『父よ、御名が聖なるものとされますように。御国が来ますように。』」

ルカの福音書　11章1～ 2節
　
終末の時代が近づくほど、「主の祈り」の冒頭にある「御名が聖なるものとされますように」という切なる祈りが、

全世界で主の前に捧げられているのではないでしょうか。
また、私たちは「御国が来ますように」と、とりなし祈り続けています。やがて、天のエルサレムと地のエルサレム

が一つとなり、神が世界を創造された初めのご計画は完成し、御国が完成します。私たちの祈りは、決して空しく
地に落ちるものではなく、命のみことばによる祈りは、必ず実現します。

2022年、オメガの主題聖句は、聖書の最後の一節です。
「主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。」

ヨハネの黙示録　22章21節

すべては父なる神の愛から創造された世界が始まり、その愛は御子なる主イエスの誕生、十字架、復活、昇天、
ご再臨まですべてが神の恵みです。そして、神の恵みは、ユダヤ人にも異邦人にもすべての人が、神の子どもと
される神の国の祝福を受け継ぐ相続者として驚くべき恵みが約束されています。

2022年、日本のすべての教会の祝福を祈り、お仕えし、日本の方々へ生きた神のことばである聖書の真理と恵みを
お伝えできますように。新しい思いと献身の祈りをもって、過日、オメガ・ジャパン理事会が開催されましたことを
感謝を込めてご報告させていただきます。

　
今月も主の恵みと天のあらゆる祝福が、皆様の仕えておられる教会と地域、職場や学校、すべての場所に注がれ

ますよう心よりお祈り申し上げます。
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Profile

日本CGNTV『シャロームイスラエルSeasonⅡ』

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。
1996年 B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース日本支部局）設立。
2008年 B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。
アメリカ帰国後は、執筆活動に専念する傍ら、毎年、来日講演及びセミナーを行い幅広く活躍する。
2019年～2020年、エルサレムとペトラ（ヨルダン）現地ホテルにて終末論セミナーを開催。

日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演講師。
幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」ことをテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている
神の器。

栄子・スティーブンス

幼少期に茶道、能楽を習い、子方として多くの舞台を踏む。10歳でオペラと衝撃的な出会いを果たし、子どもの頃の夢は「スカラ座の裏方になること」
であった。｠
1987年 慶應義塾大学法学部法律学科卒業。卒業後アルバイトで始めた小さな音楽事務所に就職。アーティストと興行主の意識ギャップに悩み
独立を決意。
1995年 ヴォイス・ファクトリイ株式会社設立。
2003年 当時、ヨーロッパで活躍していたべー・チェチョル氏を初めて日本に招聘。同氏と共に歩き続けた姿は、「あの歌声を再び テノール歌手 
ベ・チェチョルの挑戦」NHKのドキュメンタリー番組として放映される。
2014年 日韓合作映画「ザ・テノール～真実の物語」のエグゼクティブプロデューサーを務め、ミラノや釜山国際映画祭で高い評価を受ける。

「音楽を聴く喜びが、生きる喜びに変わる」をテーマに「他者に対する共感あふれる社会作り」に貢献するべく活動を続けている。

著書に日野原重明氏　最後の著書　輪嶋東太郎　企画構成・聞き書き「生きていくあなたへ105歳どうしても遺したかった言葉」（幻冬舎刊）
日本CGNTV『シャロームイスラエルSeasonⅡ』栄子・スティーブンス主演のナビゲーターとして聖書の真実性と永遠の神の愛を伝えている。

輪嶋東太郎
ヴォイス・ファクトリイ株式会社｠代表取締役/音楽プロデューサー

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

https://omega.or.jp/

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

オメガ出版オンラインショップ

TEL＆FAX：06-6777-2117　
e-mail：book@omega.or.jp

ご注文・
お問い合わせ

一般社団法人 オメガ・ジャパン

栄子・スティーブンスのわかりやすい小冊子、CD、DVD
などの教材がご購入いただけます

このシャロームニッポンは、オンラインで対談し編集されています。
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栄
子　

前
回
改
め
て
、
私
た
ち
日
本
人
が
ど
れ
ほ
ど

神
様
の「
特
別
」と
言
え
る
ほ
ど
の
愛
を
受
け
て
い
る

か
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
、
す
で
に
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
と
さ
れ
た
私
た
ち
が
も
っ
と
も
っ
と
自
覚
す
る
こ

と
が
、
イ
エ
ス
様
と
出
会
う
こ
と
を
待
っ
て
い
る
多

く
の
日
本
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
と
て
も
大
切
な
ん

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
実
は
真
の
リ
バ
イ
バ
ル
の
た
め

に
、
そ
こ
が
重
要
な
鍵
に
な
る
と
。
前
回
お
話
し
し

た
時
、
私
は
日
本
人
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
と
し
て
、

本
物
や
良
い
と
思
う
も
の
に
出
会
っ
た
ら
、
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

な

く
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
た
り
、
つ
か
み
取
っ

た
り
す
る「
柔
軟
さ
」を
挙
げ
ま
し
た
よ
ね
?

輪
嶋　

は
い
、
海
外
か
ら
客
観
的
に
日
本
人
を
見
る

先
生
の
目
に
は
、
は
っ
き
り
わ
か
る
と
。

栄
子　

そ
の
点
か
ら
今
日
は
さ
ら
に
お
話
し
を
進

め
て
い
き
た
い
の
で
す
が
。
と
こ
ろ
で
輪
嶋
さ
ん
、

や
っ
ぱ
り
前
回
お
話
に
出
た
一
昨
年
の
オ
メ
ガ
・
ツ

ア
ー
で
、
カ
ル
メ
ル
山
へ
行
っ
た
時
の
こ
と
覚
え
て

ら
っ
し
ゃ
る
?

輪
嶋　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
あ
そ
こ
で
栄
子
先
生
の
祈

り
に
導
か
れ
て
、
全
員
が
心
を
合
わ
せ
日
本
に
霊

的
な
リ
バ
イ
バ
ル
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り

ま
し
た
ね
。
そ
の
時
の
様
子
、
あ
の
ツ
ア
ー
を
基

に
つ
く
ら
れ
た
日
本
C
G
N
T
V
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組『
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
ン
イ
ン
ト
』を
、
今

も
Y
o
u
T
u
b
e
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

ら
、
鶏

に
わ
と
りみ

た
い
に
三
歩
行
く
と
何
で
も
忘
れ
る
私
も

流さ
す
が石

に
覚
え
て
い
ま
す
。

偶
像
礼
拝
の
中
に
い
た

ユ
ダ
ヤ
の
民

栄
子　

あ
そ
こ
は
預
言
者
エ
リ
ヤ
が
、
当
時
イ
ス
ラ

エ
ル
の
民
を
蝕む

し
ばん

で
い
た
偶
像
礼
拝
の
対
象
だ
っ
た

バ
ア
ル
神
、
ア
シ
ェ
ラ
神
の
預
言
者
と
戦
っ
て
、
聖

書
の
神
の
導
き
の
通
り
勝
利
を
収
め
て
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
民
が
主
に
対
し
て
再
び
目
が
覚
め
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
場
所
で
す
ね
。

輪
嶋　

そ
う
で
し
た
ね
。
時
の
王
ア
ハ
ブ
が
め
と
っ

た
妻
イ
ゼ
ベ
ル
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
も
た
ら
さ

れ
た
、
バ
ア
ル
と
ア
シ
ェ
ラ
の
神
に
対
す
る
信
仰
が

蔓ま
ん
え
ん延

し
、
聖
書
の
神
へ
の
信
頼
が
失
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
た
時
代
。「『
あ
な
た
が
た
は
、
い
つ
ま
で
ど
っ

ち
つ
か
ず
に
よ
ろ
め
い
て
い
る
の
か
。
も
し
、
主
が

神
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
従
い
、
も
し
、
バ
ア
ル
が
神

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
従
え
。』し
か
し
、
民
は
一
言
も

彼
に
答
え
な
か
っ
た
」。
列
王
記 

第
一
18
章
に
記
さ

れ
た
あ
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
場
面
、
民
衆
を
前
に

し
た
エ
リ
ヤ
の
気
迫
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
ド
キ
ド
キ

し
ま
す
ね
。

栄
子　

何
が
本
物
の
神
様
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
民
衆
を
前
に
し
て
、
エ
リ
ヤ
は
イ
ス
ラ

エ
ル
の
神
、
聖
書
の
神
こ
そ
神
で
あ
る
こ
と
を
示
す

「
し
る
し
」を
行
っ
た
ん
で
す
ね
。
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
、
そ
れ
を
見
た
彼
ら
は
主
に
立
ち
返
る
わ
け
で

す
。
あ
の
場
面
に
身
を
置
く
た
び
に
、
今
の
日
本
と

重
な
る
ん
で
す
。

輪
嶋　

あ
ー
、
本
当
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
ね
。

栄
子　

エ
リ
ヤ
の
祈
り
に
応
え
、
神
は
民
衆
に
そ

の
御
業
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
何
が
本
物

か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
彼
ら
は
、
目
の
前
で

は
っ
き
り
本
物
を
見
た
っ
て
こ
と
で
す
ね
。
そ
し
て

バ
ア
ル
の
神
と
ア
シ
ェ
ラ
の
神
に
つ
い
て
い
た
合
計

8
5
0
人
の
預
言
者
を
討
つ
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
す
ね
。

輪
嶋　

日
本
人
の
素
晴
ら
し
い
特
性
と
し
て
、
何
で

も
良
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
性
が
あ
る
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
日
本
人
の
精
神
構
造
、

精
神
文
化
と
言
え
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

通
常「
文
化
」と
言
え
ば
、
長
い
時
間
を
か
け
て
で
き

る
も
の
だ
か
ら
、
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ

る
、
と
も
言
え
ま
す
よ
ね
。
で
も
先
生
の
お
っ
し
ゃ

る
通
り
、
日
本
人
は
、
た
と
え
自
分
た
ち
が
馴
染
ん

で
き
た
も
の
と
全
く
違
っ
た
り
、
遠
い
所
に
あ
っ
た

も
の
で
も「
良
い
」と
感
じ
た
も
の
に
は
、
貪
欲
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
…
明
治
維

新
、
世
界
大
戦
後
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
見
て

も
、
社
会
の
大
転
換
期
と
言
え
る
時
期
を
迎
え
た
時
、

そ
れ
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
海
外
か
ら
の
知
識
、

知
恵
、
技
術
な
ど
を
取
り
入
れ
つ
つ
発
展
し
て
き
た

日
本
人
の
姿
は
、
ま
さ
に
世
界
の
人
々
を
驚
か
せ
る

ほ
ど
の
も
の
で
し
た
ね
。

栄
子　

だ
か
ら
、
信
仰
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
私
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ポ
ン

は
全
く
同
じ
こ
と
だ
と
信
じ
て
い
る
の
で
す
。
日
本

人
の
、「
本
物
を
求
め
、
受
け
入
れ
る
知
的
な
力
」を

信
頼
し
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
、
エ
リ
ヤ
の
前
の
民

衆
の
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
を
見
る
こ
と

さ
え
で
き
れ
ば
、
っ
て
。
日
本
は
八や

お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
が
い

る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
人
々
は「
神
様
」を
求
め
て
い

な
が
ら
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な「
神
」が
い
る
と
い

う
こ
と
を
、
ど
こ
か
で
知
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
が

な
ん
だ
か
、
ど
こ
に
い
る
の
か
、
は
っ
き
り
と
わ
か

ら
ず
に
、
と
り
あ
え
ず
、
神
社
に
行
っ
た
り
、
お
寺

参
り
を
し
た
り
、
占
い
師
に
頼
っ
た
り
し
て
い
る
の

で
す
。

輪
嶋　

は
い
、
そ
れ
、
昔
の
私（
笑
）。

栄
子　

で
も
輪
嶋
さ
ん
も
は
っ
き
り
自
覚
さ
れ
た
通

り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
軸
に
し
て
見
た
時
、
聖
書
が
宗

教
の
本
な
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
そ
の
通
り
に
成
就

す
る
預
言
の
書
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
否
定
で
き

な
く
な
り
ま
す
、
必
ず
。
そ
し
て
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
確

実
に
成
就
す
る
の
か
、
と
言
え
ば
、
こ
の
宇
宙
す
べ

て
を
お
つ
く
り
に
な
っ
た
創
造
主
が
、
預
言
者
を
通

し
て
霊
感
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で

あ
っ
て
、
だ
か
ら
当
然
、
人
間
の
歴
史
も
そ
の
お
方

の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
運
ば
れ
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
そ
う
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
、
至し

ご
く極

当
た
り
前
の

理
論
的
な
帰
結
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
聖
書
の
神

様
は
絶
対
的
な
者
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
の
で
す
。
日
本
人
に
は
そ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る

知
的
か
つ
霊
的
な
感
性
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
、
絶

対
。
そ
し
て
、
良
い
も
の
を
見
つ
け
る
た
び
に
、
自

分
を
失
っ
て
コ
ロ
コ
ロ
、
猫
の
目
の
よ
う
に
変
わ
る

か
と
い
う
と
、
そ
れ
と
は
違
い
ま
す
。
芯
の
部
分
で

は
決
し
て
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
部
分
に
関
し
て
は
、

1
9
0
0
年
の
間
世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
、
ど
れ

ほ
ど
迫
害
さ
れ
て
も
、
離
散
し
た
地
の
民
族
に
同
化

す
る
こ
と
な
く
、
決
し
て
変
わ
ら
ず
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ

り
続
け
た
あ
の
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
変
わ
ら
な

い
と
こ
ろ
は
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
。

輪
嶋　

あ
、
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
全
く
そ
の
通

り
で
す
ね
。
ど
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
も
、
今
年
も

み
ん
な
し
っ
か
り
初
詣
に
行
っ
て
ま
す
も
ん
ね
。

日
本
人
の「
選
択
力
」と

順
応
性

栄
子　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
、
バ
ア
ル
、
ア
シ
ェ
ラ
と

い
う
た
っ
た「
三
択
」の
状
況
で
は
な
く
、
文
字
通

り「
8
0
0
万
の
中
の
一
択
」の
日
本
で
あ
っ
て
も
、

「
こ
れ
こ
そ
絶
対
的
だ
」と
信
じ
た
ら
、
命
ま
で
懸
け

ら
れ
る
…
。
そ
れ
が
日
本
人
で
す
ね
。
そ
う
し
て
つ

か
み
取
っ
た
も
の
に
最
後
ま
で
従
う
、
不
思
議
な
力

を
持
っ
て
い
る
。
前
回
も
触
れ
ま
し
た
が
、
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
、
神
風
特
攻
隊
を
見
て
も
、
そ
の
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
日
本
人
の
そ
の
よ
う
な
姿
も
世

界
を
驚
か
せ
ま
し
た
よ
ね
。
私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
と

い
う
の
は
、
ま
さ
に
戦
後
の
時
代
で
し
た
。
日
本
の

多
く
が
焼
け
野
原
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
の

仕
組
み
、
文
化
の
歴
史
も
根
底
か
ら
変
わ
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
国
が
根
こ
そ
ぎ
ひ
っ
く
り

返
っ
た
よ
う
な
状
況
か
ら
、
わ
ず
か
50
年
そ
こ
そ
こ

で
日
本
は
世
界
の
先
進
国
と
な
っ
た
の
で
す
。
世
界

の
歴
史
の
中
で
そ
ん
な
国
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
そ
の

底
力
と
柔
軟
性
…
私
た
ち
は
異
邦
人
と
し
て
、
そ
う

い
う
特
別
な
祝
福
を
頂
い
て
い
る
民
族
な
ん
で
す
。

輪
嶋　

先
生
の
あ
の
カ
ル
メ
ル
山
で
の
祈
り
は
、
そ

こ
ま
で
の
日
本
に
対
す
る
信
頼
と
愛
に
導
か
れ
た
も

の
だ
っ
た
の
で
す
ね
…
日
本
人
や
日
本
社
会
を
そ
こ

ま
で
深
く
観
察
さ
れ
た
上
で
の
、
先
生
の
あ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
っ
た
と
は
…
今
、
は
っ
き
り
と
理
解
で
き

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
よ
う
や
く
あ
の
時
の
先
生

の
思
い
と
、
か
な
り
一
つ
に
な
っ
て
お
祈
り
で
き
る

よ
う
な
…
。

栄
子　

聖
書
が
、
ど
れ
ほ
ど
祈
り
で「
一
つ
に
な
る

力
」を
与
え
て
く
だ
さ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
し
て
神
様
が
聖
書
で
示
し
て
く
だ
さ
る「
主
の
御

心
に
か
な
っ
た
祈
り
」は
、
必
ず
聞
き
届
け
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
場
面
を
見
て
も
は
っ
き
り
分

か
る
で
し
ょ
う
?

輪
嶋　

ア
ー
メ
ン
で
す
。

主
は
常
に
ご
自
分
の
民
を「
残
し
て
」お
ら
れ
る

は
40
日
40
夜
か
け
て
到
着
し
て
る
の
。

輪
嶋　

出
エ
ジ
プ
ト
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
、
10

日
も
あ
れ
ば
よ
い
距
離
を
40
年
も
彷さ

ま
よ徨

っ
た
み
た
い

で
す
ね
。
彼
が
ど
れ
ほ
ど
疲
弊
し
て
い
た
か
と
い
う

こ
と
で
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
間
、
主
が
彼
を
守
り
、

鍛き
た

え
、
導
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
な
気
も
し

ま
す
。
神
様
が
な
さ
る
こ
と
す
べ
て
に
、
理
由
が
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
。

栄
子
　
彼
は
、
恐
怖
と
絶
望
で「
自
分
を
死
な
せ
て

ほ
し
い
」と
神
様
に
願
う
ん
で
す
。
そ
の
思
い
が
ど

れ
ほ
ど
悲
痛
で
あ
る
か
。
19
章
4
節
を
読
ん
で
く
だ

さ
る
?

栄
子　

と
こ
ろ
が（
笑
）、
あ
れ
ほ
ど
神
様
に
奮
い
立

た
さ
れ
、
ま
る
で
英
雄
そ
の
も
の
だ
っ
た
エ
リ
ヤ
、

列
王
記 

第
一
19
章
を
見
る
と
18
章
で
の
勇
ま
し
い

彼
か
ら
す
る
と
、「
え
?
」と
思
う
ほ
ど
の
お
び
え

た
姿
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す（
笑
）。
事
の
一
部
始
終

を
知
っ
た
イ
ゼ
ベ
ル
が
復
讐
を
誓
っ
て
、「
エ
リ
ヤ

を
殺
す
」と
い
う
宣
言
を
、
使
者
を
送
っ
て
彼
に
伝

え
る
の
で
す
。

輪
嶋　

こ
の
イ
ゼ
ベ
ル
お
ば
ち
ゃ
ん
、
怖
い
で
す
ね
。

さ
す
が
、
自
分
の
神
様
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
持
ち
込
ん
で
、

王
に
も
そ
れ
を
拝
ま
せ
る
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
…
。

犯
罪
の
陰
に
女
あ
り
。
あ
、
失
礼
し
ま
し
た
。

栄
子　

本
当
に
す
ご
い
女
の
人
よ
ね（
笑
）。
恐
れ
を

な
し
て
、
彼
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
南
の
方
に
あ
る
べ
エ

ル
・
シ
ェ
バ
ま
で
逃
げ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
は

1
6
0
キ
ロ
以
上
あ
る
ん
で
す
か
ら
、
ど
れ
ほ
ど

遠
い
所
ま
で
逃
げ
た
か
分
か
る
で
し
ょ
。

輪
嶋　

フ
ル
・
マ
ラ
ソ
ン
4
本
分
だ（
笑
）。
べ
エ

ル
・
シ
ェ
バ
っ
て
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
い
た
所
で
し
た

よ
ね
。
そ
こ
か
ら
3
日
か
け
て
イ
サ
ク
を
捧
げ
る
た

め
に
モ
リ
ヤ
の
山
を
目
指
し
て
出
掛
け
た
所
。

栄
子
　
輪
嶋
さ
ん
、
よ
く
覚
え
て
い
ま
し
た
ね
、
偉

い
！
（
笑
）そ
こ
か
ら
神
の
山
ホ
レ
ブ
に
、
エ
リ
ヤ
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│
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輪
嶋　

は
い
。「
彼
は
、
え
に
し
だ
の
木
の
陰
に
す

わ
り
、
自
分
の
死
を
願
っ
て
言
っ
た
。『
主
よ
。
も

う
十
分
で
す
。
私
の
い
の
ち
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
は
先
祖
た
ち
に
ま
さ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
』」（
Ⅰ

列
王
19
・
4
）。
か
な
り
弱
っ
て
ま
す
ね
、
死
に
た

く
な
る
ほ
ど
っ
て
こ
と
で
す
も
ん
ね
…
。

栄
子　

エ
リ
ヤ
は
死
を
経
験
せ
ず
に
、
つ
ま
り
携け

い
き
ょ挙

と
同
じ
よ
う
に
天
に
挙
げ
ら
れ
た
ほ
ど
、
神
様
と
共

に
あ
っ
た
人
で
す
よ
。
聖
書
の
中
で
、
肉
体
的
な
死

を
経
験
し
て
い
な
い
の
は
、
エ
リ
ヤ
と
エ
ノ
ク
だ
け

で
す
。
そ
の
彼
で
も
こ
れ
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ
た
思

い
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
時
の
彼
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
心
境
だ
っ
た
の
か
、
19
章
10
節
に

書
い
て
あ
り
ま
す
。「
私
は
万
軍
の
神
、
主
に
、
熱

心
に
仕
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々

は
あ
な
た
の
契
約
を
捨
て
、
あ
な
た
の
祭
壇
を
こ
わ

し
、
あ
な
た
の
預
言
者
た
ち
を
剣
で
殺
し
ま
し
た
。

た
だ
私
だ
け
が
残
り
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
私
の
い
の

ち
を
取
ろ
う
と
ね
ら
っ
て
い
ま
す
」

輪
嶋　
「
こ
ん
な
に
頑
張
っ
た
”の
に
“、
な
ん
で
こ

う
な
る
ん
だ
よ
ー
」
っ
て
嘆
き
で
す
ね
。
そ
し
て
孤

独
感
。
私
だ
け
が
残
り
ま
し
た
…
。
一
人
ぼ
っ
ち
っ

て
、
感
じ
る
の
も
無
理
は
な
い
状
況
で
す
ね
、
確
か

に
。
先
生
は「
ク
リ
ぼ
っ
ち
」
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ

り
ま
す
?
（
笑
）。

栄
子　

な
ん
で
す
か
、
そ
れ
?

輪
嶋　

ク
リ
ス
マ
ス
を
一
人
で
寂
し
く
過
ご
す
状

態
、「
ク
リ
ス
マ
ス
一
人
ぼ
っ
ち
」の
短
縮
形
だ
そ
う

で
す（
笑
）。
若
者
の
発
明
語
で
す
が
、
僕
は
こ
れ
初

め
て
聞
い
た
時「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
一
人
ぼ
っ
ち
」か
と

思
っ
た
ん
で
す（
笑
）。
家
族
の
中
で
も
、
友
達
の
中

で
も
、
会
社
の
中
で
も
、「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
っ
て
私

だ
け
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
、
日
本
は
1
%
な
ん
だ
か

ら
」
っ
て
。

栄
子　

若
い
人
が
ど
ん
ど
ん
新
し
い
日
本
語
生
み
出

す
わ
ね
ー
（
笑
）。
で
も
輪
嶋
さ
ん
の
そ
の
発
想
も
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
切
実
な
思
い
か
ら
出
た
も

の
で
す
ね
。

輪
嶋　

こ
の
時
の
エ
リ
ヤ
の
気
持
ち
っ
て
、
頑
張
っ

て
も
頑
張
っ
て
も
、宣
教
の
実
り
が
な
い
じ
ゃ
な
い

か
、と
感
じ
る
日
本
の
信
仰
の
先
輩
や
牧
師
先
生
た

ち
と
も
重
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、そ
ん
な
気
が
し
ま
す
。

「
シ
ャ
ロ
ー
ム
イ
ス
ラ
エ
ル
S
e
a
s
o
n 

Ⅱ
」の

始
ま
っ
た
令
和
元
年
は
、
日
本
に
起
こ
っ
た
と
言

わ
れ
る「
大
正
の
大
リ
バ
イ
バ
ル
」か
ら
ち
ょ
う
ど

1
0
0
年
に
当
た
る
年
で
し
た
。
エ
リ
ヤ
は
カ
ル

メ
ル
山
で
見
た
神
の
大
勝
利
の
後
、
自
分
を
取
り
巻

く
状
況
が
、
ま
る
で
火
が
消
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
に

変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
今
は
命
さ
え
狙
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
孤
独
感
と
無
力
感
は
、
私
た
ち
の
信
仰
の
先
輩

や
、
そ
し
て
今
現
在
も
リ
バ
イ
バ
ル
を
願
っ
て
日
々

努
力
さ
れ
て
い
る
牧
師
先
生
た
ち
も
、
心
の
ど
こ
か

で
感
じ
る
思
い
だ
と
思
う
の
で
す
。
あ
の
リ
バ
イ
バ

ル
を
経
験
し
た
り
、
そ
の
様
子
を
知
っ
て
い
る
人
た

ち
に
と
っ
て
は
、
そ
の
後
も
ど
ん
な
に
ど
ん
な
に
頑

張
っ
て
も「
1
%
」、「
宣
教
の
墓
場
」と
言
わ
れ
続
け

て
き
た
の
で
す
か
ら
。

栄
子　

本
当
に
そ
う
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

ん
な
中
で
そ
れ
で
も
な
お
、
信
仰
の
灯
火
を
消
す
こ

と
な
く
灯
し
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
人
々
に
、
私
た
ち

は
心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
た
い
の
で
す
。
で
も
ね
、

輪
嶋
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な
絶
望
と
も
言
え
る
苦
し
み

の
中
に
い
る
エ
リ
ヤ
に
主
が
語
り
掛
け
て
く
だ
さ
る

そ
の
み
こ
と
ば
は
、
ま
さ
に「
私
た
ち
日
本
人
に
与

え
ら
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
」と
感
じ
る
ん
で
す
。

神
が
エ
リ
ヤ
の
前
を
通
ら
れ
、
彼
の
前
に
激
し
い
嵐

や
地
震
、
さ
ら
に
火
ま
で
起
こ
し
、
ご
自
分
を
表
さ

れ
た
後
に
語
り
掛
け
ら
れ
ま
す
。
12
節
か
ら
読
ん
で

く
だ
さ
い
。

輪
嶋　
「
火
の
あ
と
に
、
か
す
か
な
細
い
声
が
あ
っ

た
。
エ
リ
ヤ
は
こ
れ
を
聞
く
と
、
す
ぐ
に
外
套
で
顔

を
お
お
い
、
外
に
出
て
、
ほ
ら
穴
の
入
り
口
に
立
っ

た
。
す
る
と
、
声
が
聞
こ
え
て
こ
う
言
っ
た
」（
19
・

12 

〜 

13
節
）。「
し
か
し
、
わ
た
し
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の

中
に
七
千
人
を
残
し
て
お
く
。
こ
れ
ら
の
者
は
み
な
、

バ
ア
ル
に
ひ
ざ
を
か
か
め
ず
、
バ
ア
ル
に
口
づ
け
し

な
か
っ
た
者
で
あ
る
」（
18
節
）。

栄
子　

神
に
従
う
者
で
残
さ
れ
た
の
は
自
分
だ
け
、

「
も
う
一
人
ぼ
っ
ち
」と
思
っ
て
嘆
い
て
い
た
エ
リ

ヤ
に
、
神
様
が「
お
前
だ
け
で
は
な
い
。
わ
た
し
が

偶
像
礼
拝
を
し
な
い
民
、
7
千
人
を
残
し
て
あ
る
か

ら
」と
告
げ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。

輪
嶋　

あ
、
そ
の
時
神
が
残
し
て
お
い
た
7
千
人
が
、

今
の
日
本
の
1
%
と
同
じ
だ
と
!

栄
子　

そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
! 

だ
か
ら
、
こ

の
日
本
で
1
%
が
残
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
奇
跡

な
ん
で
す
。

輪
嶋　

ア
ー
メ
ー
ン
!
!
!

ユ
ダ
ヤ
人
が

ど
れ
ほ
ど
の
迫
害
に
あ
っ
て
も
根
絶
さ
れ
な
い
の
は
、

主
の
ご
計
画
に
必
要
な
民
だ
か
ら

栄
子　

主
は
人
類
す
べ
て
を
救
い
出
し
た
い
の
で
す
。

そ
の
人
類
救
済
の
ご
計
画
に
基
づ
き
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
民
を
お
選
び
に
な
っ
た
。
な
ぜ
お
選
び
に
な
っ
た

の
か
と
言
え
ば
、
創
世
記
15
章
6
節
に
、「
彼（
ア
ブ

ラ
ハ
ム
）は
主
を
信
じ
た
。
主
は
そ
れ
を
彼
の
義
と

認
め
ら
れ
た
」と
あ
り
ま
す
。

輪
嶋　

信
仰
を
持
っ
て
信
じ
た
か
ら
、
主
が
お
選

び
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。「
シ
ャ
ロ
ー



日
本
シ
リ
ー
ズ
3

ニ
ッ
ポ
ン

輪
嶋
東
太
郎

栄
子
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス

シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン

2022年3月発行

2022 MAR. issue

Profile

日本CGNTV『シャロームイスラエルSeasonⅡ』

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。
1996年 B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース日本支部局）設立。
2008年 B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。
アメリカ帰国後は、執筆活動に専念する傍ら、毎年、来日講演及びセミナーを行い幅広く活躍する。
2019年～2020年、エルサレムとペトラ（ヨルダン）現地ホテルにて終末論セミナーを開催。

日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演講師。
幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」ことをテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている
神の器。

栄子・スティーブンス

幼少期に茶道、能楽を習い、子方として多くの舞台を踏む。10歳でオペラと衝撃的な出会いを果たし、子どもの頃の夢は「スカラ座の裏方になること」
であった。｠
1987年 慶應義塾大学法学部法律学科卒業。卒業後アルバイトで始めた小さな音楽事務所に就職。アーティストと興行主の意識ギャップに悩み
独立を決意。
1995年 ヴォイス・ファクトリイ株式会社設立。
2003年 当時、ヨーロッパで活躍していたべー・チェチョル氏を初めて日本に招聘。同氏と共に歩き続けた姿は、「あの歌声を再び テノール歌手 
ベ・チェチョルの挑戦」NHKのドキュメンタリー番組として放映される。
2014年 日韓合作映画「ザ・テノール～真実の物語」のエグゼクティブプロデューサーを務め、ミラノや釜山国際映画祭で高い評価を受ける。

「音楽を聴く喜びが、生きる喜びに変わる」をテーマに「他者に対する共感あふれる社会作り」に貢献するべく活動を続けている。

著書に日野原重明氏　最後の著書　輪嶋東太郎　企画構成・聞き書き「生きていくあなたへ105歳どうしても遺したかった言葉」（幻冬舎刊）
日本CGNTV『シャロームイスラエルSeasonⅡ』栄子・スティーブンス主演のナビゲーターとして聖書の真実性と永遠の神の愛を伝えている。

輪嶋東太郎
ヴォイス・ファクトリイ株式会社｠代表取締役/音楽プロデューサー

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

https://omega.or.jp/

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

オメガ出版オンラインショップ

TEL＆FAX：06-6777-2117　
e-mail：book@omega.or.jp

ご注文・
お問い合わせ

一般社団法人 オメガ・ジャパン

栄子・スティーブンスのわかりやすい小冊子、CD、DVD
などの教材がご購入いただけます

このシャロームニッポンは、オンラインで対談し編集されています。

ム
イ
ス
ラ
エ
ル
S
e
a
s
o
n 
Ⅱ
」で
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
、
闇
の
世
界
か
ら
光
の
世
界
に
届
い
た

「
信
仰
と
い
う
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
」
!

栄
子　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。「
信
じ
た
」
っ
て
こ

と
な
ん
で
す
。
何
か
を「
し
た
」か
ら
、
つ
ま
り「
行

い
」で
は
な
く
、
信
仰
を
持
っ
た
か
ら
。
そ
し
て
、

神
様
は
人
類
救
済
の
ご
計
画
を
遂
行
さ
れ
る
た
め
に
、

ユ
ダ
ヤ
の
民
が
絶
対
必
要
だ
か
ら
、
ど
ん
な
過
酷
な

運
命
の
中
で
も
、
迫
害
を
受
け
れ
ば
受
け
る
ほ
ど
彼

ら
の
信
仰
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
そ
し
て
ロ
シ
ア

の
ポ
グ
ロ
ム
や
ド
イ
ツ
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
よ
う
な

民
族
消
滅
の
危
機
を
も
超
え
て
、
決
し
て
根
絶
さ
れ

る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、

聖
書
が
一
つ
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
だ
と
知
っ
た
時
、

そ
の
完
結
の
た
め
に
、
神
様
ご
自
身
が
彼
ら
を
守
り

通
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
の
で
す
。
そ
ん
な
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
で
す
が
、
い

ま
だ
に
イ
エ
ス
様
を
メ
シ
ア
だ
と
民
族
全
体
と
し
て

は
信
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
し
か
し
今
現
在
の

彼
ら
の
中
に
も
、
神
が「
残
し
て
あ
る
民
」が
い
る
ん

で
す
、
そ
れ
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
こ
と

が
で
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
、
メ
シ
ア
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ー
と

言
わ
れ
る
人
々
で
す
。

輪
嶋　

あ
ー
、
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
神
の
ご
計
画

の
計
り
知
れ
ぬ
大
き
さ
…
。

栄
子　

ア
ー
メ
ン
で
す
。

輪
嶋　

そ
し
て
先
生
は
、
ま
さ
に
今
現
在
日
本
に
残

さ
れ
て
い
る
1
%
も
、
同
じ
だ
と
…
1
%
の
メ
シ

ア
ニ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
だ
。

栄
子　

そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
希
望

が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
も
大
き
な
大
き
な
希
望
が
。

何
せ
伝
道
さ
れ
る
人
が
99
％
も
い
る
ん
だ
か
ら（
笑
）。

輪
嶋　

あ
、
よ
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
言
う
、「
靴

を
履
い
て
い
な
い
国
の
人
に
靴
を
売
る
」み
た
い
な

（
笑
）。

栄
子　

本
当
よ
ね（
笑
）、
し
か
も
良
い
も
の
だ
と
知

れ
ば
、
パ
ッ
と
変
わ
る
こ
と
の
で
き
る
99
％
（
笑
）。

輪
嶋　

そ
の
通
り
で
す
よ
ね
…
。

小
さ
い
声
を
聴
き
分
け
る
! 

日
本
人
の「
霊
的
聴
力
」

輪
嶋　

あ
と
、
こ
の
聖
句
の
中
に
、
私
は
日
本
人
に

特
別
響
く
も
の
が
あ
る
と
感
じ
た
ん
で
す
。「
か
す

か
な
細
い
声
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
エ
リ
ヤ
は

こ
の
か
す
か
な
細
い
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
よ
ね
。
音
楽
の
世
界
に
長
い
こ
と
身
を

置
い
て
き
て
発
見
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
音
に

関
す
る
日
本
人
の
感
性
で
、
他
の
国
の
人
に
は
見
ら

れ
な
い
特
別
な
能
力
、
特
徴
が
あ
る
と
。
そ
れ
は
、

日
本
人
が
大
き
な
音
よ
り
、
む
し
ろ
小
さ
な
音
を
深

く
聴
き
取
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
し
か
も
そ
こ

に
あ
る
感
情
や
繊
細
な
意
味
を
聞
き
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
民
族
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

栄
子　

あ
ー
本
当
に
そ
の
通
り
よ
ね
。

輪
嶋　
「
大
き
く
」と
か「
強
く
」演
奏
す
る
指
示
を
出

す
音
楽
の
記
号
で
、
フ
ォ
ル
テ
や
、
さ
ら
に
そ
の
上
、

「
と
て
も
大
き
く
」と
い
う
意
味
の
フ
ォ
ル
テ
ッ
シ
モ

な
ど
、
多
く
の
皆
様
が
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
逆
が
ピ
ア
ノ
や
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
で
す
。
こ
れ
、
普

通
み
ん
な「
音
量
」の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
。
で
も
私
は
、
そ
の
強
さ
、
大
き
さ
と
い
う
の
は

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
強
さ
」だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
だ
か

ら
も
の
凄
い
大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
と
て
も
小
さ

い
音
量
に
込
め
て
伝
え
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

る
ん
で
す
。
ま
る
で
虫
眼
鏡
で
光
を
真
ん
中
に
集
め

て
、
紙
を
焼
く
み
た
い
な
。

栄
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わ
ー
、
そ
れ
は
凄
い
発
見
ね
。
確
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に
、
私

も
日
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人
の
そ
の
よ
う
な
特
性
を
痛
感
す
る
経
験
を

何
度
も
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
16
年
ガ
イ
ド
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
聖
地
を

巡
り
深
く
感
動
さ
れ
た
日
本
の
方
は
、
前
に
立
っ
て

い
る
人
の
陰
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
、
体
を
少
し
斜

め
に
し
て
、
ハ
ン
カ
チ
で
目
頭
を
押
さ
え
て
泣
か
れ

る
の
で
す
。
悲
し
く
て
泣
く
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

同
じ
場
面
で
、
欧
米
の
人
は
声
を
上
げ
て
、
ニ
コ
ニ

コ
し
な
が
ら
喜
ん
で
感
情
表
現
し
て
い
る
の
で
す
。

パ
ッ
と
見
は
欧
米
人
の
方
が
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
大
き

い
分
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ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
た
よ
う
に

思
う
の
で
す
が
、
で
も
、
内
側
に
グ
ー
っ
と
感
動
を

溜
め
込
む
日
本
人
の
ほ
う
が
、
そ
の
何
十
倍
も
深
く

感
動
し
て
い
る
の
だ
な
ー
と
思
う
機
会
を
た
く
さ
ん

目
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
大
き
な
悲
し
み
に
直
面

し
た
時
、
大
声
で
泣
き
わ
め
く
の
で
は
な
く
、「
さ

め
ざ
め
と
泣
く
」の
は
日
本
人
だ
け
だ
な
ー
っ
て
思

い
ま
す
。

輪
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ま
さ
に
そ
れ
そ
れ
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日
本
人
は
、
そ
の「
さ

め
ざ
め
」、
つ
ま
り
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
の
中
に
あ
る
心

を
聴
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
歴
史
的
な
指
揮
者
と

言
わ
れ
る
カ
ラ
ヤ
ン
が
、
か
つ
て
日
本
の
聴
衆
の
凄

さ
に
驚
嘆
し
て
、
世
界
の
ど
こ
に
も
感
じ
た
こ
と
の

な
い
そ
の
様
子
を「
彼
ら
は
ど
ん
な
弱じ

ゃ
く
お
ん音

で
も
、
ま

る
で
吸
い
取
り
紙
み
た
い
に
吸
収
す
る
」と
評
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
見
事
に
言
い
表

し
て
い
ま
す
よ
ね
。
日
本
人
は
絶
対
フ
ォ
ル
テ
よ
り

も
ピ
ア
ノ
、
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
が
好
き
な
国
民（
笑
）。

栄
子　

日
本
人
っ
て
本
当
に
素
晴
ら
し
い
。
聖
書
を

読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
日
本
人
が
ど
れ
ほ
ど
神
様
に
祝

福
を
受
け
て
い
る
か
、
そ
し
て
日
本
人
ほ
ど
神
様
の

ご
計
画
の
た
め
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
国
民
は
い
な

い
と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
エ
ス
様
の
愛
を
伝
え

る
時
に
も
、
日
本
で
は
フ
ォ
ル
テ
ッ
シ
モ
の
思
い
を

ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
の
音
量
で
、
っ
て
こ
と
ね（
笑
）。

輪
嶋　

こ
の
時
の
神
様
の
か
す
か
な
細
い
御
声
を
聴

く
こ
と
が
で
き
た
エ
リ
ヤ
と
同
じ「
心
の
聴
力
」を
、

神
様
は
私
た
ち
日
本
人
に
与
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、

私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

栄
子　

ヴ
ィ
ヴ
ァ（
万
歳
）ニ
ッ
ポ
ン
、
シ
ャ
ロ
ー
ム

ニ
ッ
ポ
ン
で
す
ね
ー
!

（
次
号
に
続
く
）

エ
リ
ヤ
と
同
じ
「
心
の
聴
力
」
を
、

神
様
は
私
た
ち
日
本
人
に
与
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
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千年王国の後、永遠の神の御国である
新天新地の到来前に、黙示録20章11節
から15節に語られている、死者の復活と
白い御座の審判の時を示していると考え
られます。イエス様のあがないを信じな
い者すべてが、復活して審判を受ける時
です。

同じ18節で、「預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です」と言われています。神様を信
じて主に従ってきた者たちが、最高の報
いを受ける時です。一方で、神様に逆ら
い、神様に仕えている者を迫害してきた
者たちが滅ぼされる、罰すべき者が、罰
せられる時になります（出34:7）。

黙示録11章19節、「それから、天に
ある、神の神殿が開かれた。神殿の中に、
契約の箱が見えた。また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」

黙示録11章16節から18節、「それか
ら、神の御前で自分たちの座に着いてい
る二十四人の長老たちも、地にひれ伏し、
神を礼拝して、言った。『万物の支配者、
今いまし、昔います神である主。あなた
が、その偉大な力を働かせて、王となら
れたことを感謝します。諸国の民は怒り
ました。しかし、あなたの御怒りの日が
来ました。死者のさばかれる時、あなた
のしもべである預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です』」

17節で、「万物の支配者、今いまし、
昔います神である主」は、今もおられ、
永遠から永遠に存在なさる、全知全能の
神様です。同じく17節で、「その偉大な
力を働かせて、王となられたことを感謝
します」と、24人の長老が地にひれ伏し
ています。

18節で、「諸国の民は怒りました。し
かし、あなたの御怒りの日が来ました」と
言っています。それは、封印の災いも
ラッパの災いも神罰であることを知りなが
ら、また二人の証人の起こした出来事に
もかかわらず、諸国の民は悔い改めるこ
となく真の神様に対して怒りました。

救いの道を知らせようとされる神様の
お働きに気を留めることがない諸国の民
は、これまでも主の御怒りが注がれてい
ましたが、いよいよ激しい御怒りが注が
れます。18節で、「死者のさばかれる時」
というのは、終末に生きている者が裁か
れるだけではなく、神様に逆らってきた
人類すべての死者たちも裁かれるのです。

創世記37章9節から10節、「ヨセフは
また、ほかの夢を見て、それを兄たちに
話した。彼は、『また、私は夢を見ました
よ。見ると、太陽と月と十一の星が私を
伏し拝んでいるのです』と言った。ヨセフ
が父や兄たちに話したとき、父は彼をし
かって言った。『おまえの見た夢は、いっ
たい何なのだ。私や、おまえの母上、兄
さんたちが、おまえのところに進み出て、
地に伏しておまえを拝むとでも言うのか』」

9節で、「太陽と月と十一の星が私を伏
し拝んでいるのです」と、ヨセフが言って
います。10節で父親のヤコブが、「おま
えの見た夢は、いったい何なのだ。私や、
おまえの母上、兄さんたちが、おまえの
ところに進み出て、地に伏しておまえを拝
むとでも言うのか」。これは、太陽がヤコ
ブ、月がヨセフの母親ラケル、そして、
11人の兄たちが11個の星で現れていま
す。この黙示録12章1節のみことばは、
イスラエルを表しています。

イスラエルの民は12部族ですから12
の星であるべきですが、ヨセフがイエス
様の象徴となっているため、11の星がヨ
セフにひれ伏しています。実際にこの夢
は創世記42章から44章で成就し、兄弟
たちがヨセフとは気付かずエジプトの高
官となったヨセフにひれ伏しています。

また、創世記50章18節で、父ヤコブ
が死んだ後、「彼の兄弟たちも来て、彼
の前にひれ伏して言った。『私たちはあな
たの奴隷です』」と言ってヨセフにひれ伏
し、夢の成就を告げています。この黙示
録のみことばは、イスラエルです。黙示
録12章2節で、「この女は、みごもって
いたが、産みの苦しみと痛みのために、
叫び声をあげた」とあります。女であるイ
スラエルがみごもっているのはイエス様で
す。12章5節で、そのことが明らかにな
ります。

サタンが支配権を握った
七つの国々
黙示録12章3節、「また、別のしるし

が天に現れた。見よ。大きな赤い竜であ
る。七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」

3節で、「別のしるしが天に現れた。
見よ。大きな赤い竜である」。この竜は、

「悪魔とかサタン」という説明が12章9
節に出てきます。サタンとは、ヘブライ
語で「敵」という意味です。悪魔はギリ
シャ語で、「通告者または告発者」という
意味です。

同じく3節に、この赤い竜であるサタン
は、「七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」という不
気味な者です。七つの頭は、聖書の記述
から見ますと、イスラエルを亡き者にしよ
うと動いていたサタンが、支配権を握っ
た七つの国々の数を表していると考えら
れます。

このサタンは、七つの冠を持っていま
す。この冠は、ギリシャ語の「ディアデ
マ」です。これは、支配者が持つ冠です。
七つの国々を支配して、イスラエルを圧
迫することに成功したことを表していると
考えられます。

10本の角は、終わりの日の支配者たち
で、ダニエル書と黙示録に10人の王たち
のことが記されています。ダニエル書7章
24節、「十本の角は、この国から立つ十
人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」とあります。24節で、

「十本の角は、この国から立つ十人の王」
というのは、終末の日の支配者が、合併
し統一した国々の王たちだと言っています。

天の本物の神殿です。モーセの幕屋も
ソロモンの神殿も、天にある物の写しな
のです。

ヘブル人への手紙8章5節、「その人た
ちは、天にあるものの写しと影とに仕えて
いるのであって、それらはモーセが幕屋
を建てようとしたとき、神から御告げを受
けたとおりのものです。神はこう言われた
のです。『よく注意しなさい。山であなた
に示された型に従って、すべてのものを
作りなさい』」

地でつくられたものは、天にある神殿
のひな型です。祭司たちは、そのひな型
に仕えていたのです。ヨハネは天の神殿
の幻を見ており、中には契約の箱が見え
ています。神様は「契約の神様」です。ア
ブラハムとの契約、ダビデとの契約、そ
して教会に対する契約を決してお忘れに
ならない、必ず成就させるお方です。契
約の箱とはいったい何なのでしょう。

出エジプト記25章20節から22節、
「ケルビムは翼を上のほうに伸べ広げ、そ
の翼で『贖いのふた』をおおうようにする。
互いに向かい合って、ケルビムの顔が『贖
いのふた』に向かうようにしなければなら
ない。その『贖いのふた』を箱の上に載せ
る。箱の中には、わたしが与えるさとし
を納めなければならない。わたしはそこ
であなたと会見し、その『贖いのふた』の
上から、すなわちあかしの箱の上の二つ
のケルビムの間から、イスラエル人につ
いて、あなたに命じることをことごとくあ
なたに語ろう」

が死んだという出来事が11章13節で起
こりました。これが、三つの災いのうち
の、第2の災いの終わりを告げる出来事
です。そしていよいよ、最後の第3の災
いが来ます。

15節で、「第七の御使いがラッパを吹
き鳴らした」とあり、ついに七つの鉢であ
る最後の災いが始まります。これが終わ
ると、主のご再臨です。同じく15節で、
こう宣言されました。「すると、天に大き
な声々が起こって言った。『この世の国は
私たちの主およびそのキリストのものと
なった。主は永遠に支配される』」

サタンの誘惑に惑わされながら、人間
が支配していたこの世は終わったと、過

大患難時代の中間
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）11章
14節から15節、「第二のわざわいは過ぎ
去った。見よ。第三のわざわいがすぐに
来る。第七の御使いがラッパを吹き鳴ら
した。すると、天に大きな声々が起こって
言った。『この世の国は私たちの主および
そのキリストのものとなった。主は永遠に
支配される。』」

14節で、「第二のわざわいは過ぎ去っ
た。見よ。第三のわざわいがすぐに来る」
と言われています。地震によって

みやこ

都 、エ
ルサレムの10分の1が破壊され、7千人

去形で預言の成就の確実性を語っていま
す。第7のラッパである七つの鉢の災い
は、1260日（3年半）続きます。その期間
は一日も延ばされることがありません。そ
して、天国では勝利が宣言されました。
後半の3年半が残っていますが、神の御国
の到来が確実であることを知らせています。

ふた」は、イエス様を表しています。イエ
ス様は、罪を十字架の血潮で覆って、誰
も見ることができないようにしてくださっ
たのです。「聖書は、逆に、すべての人を
罪の下に閉じ込めました。それは約束が、
イエス・キリストに対する信仰によって、
信じる人々に与えられるためです｣（ガラ
3:22）と示しています。しかし今は、十字
架の血潮できよめられ、罪の奴隷から解
放されたのです。

ヘブル人への手紙10章20節、「イエス
はご自分の肉体という垂れ幕を通して、
私たちのためにこの新しい生ける道を設
けてくださったのです」

神殿の中にあった垂れ幕は、神様のご
臨在が現れる、契約の箱のある至聖所を
仕切って、大祭司が一年に一度だけ入る
ことができた場所です。その垂れ幕は、
イエス・キリストの肉体を表していたのです。

マタイの福音書27章50節から51節、
「そのとき、イエスはもう一度大声で叫ん
で、息を引き取られた。すると、見よ。
神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂け
た。そして、地が揺れ動き、岩が裂けた」

50節で、「イエスはもう一度大声で叫
んで、息を引き取られた」と同時に、神殿
の幕が上から下まで裂けました。ヨハネ
が天の神殿を見て、中を見ると垂れ幕は
ありません。ゆえに、ヨハネは契約の箱
を見ることができたのです。黙示録11章
19節の最後に、「また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」
というのは、全能の神様の御力とご臨在
を表しています。

同じく24節で、「彼らのあとに、もう
ひとりの王が立つ」というのは、ダニエル
書9章27節で「荒らす忌むべき者」と呼
ばれる反キリストのことを預言しています。
また、ダニエル書7章24節では、「彼は
先の者たちと異なり、三人の王を打ち倒
す」と言っています。

この預言ですが、反キリストは10人の
王たちとは違い、親密な関係によって支
配を行うのではなく、王たちのうちの三
人の王が、反キリストに反逆するため打
ち倒すと言っています。黙示録17章12
節、「あなたが見た十本の角は、十人の
王たちで、彼らは、まだ国を受けてはい
ませんが、獣とともに、一時だけ王の権
威を受けます」と、10本の角が10人の
王であることを語っています。しかし、こ
の合併による王たちの支配される時代は、
まだ未来のことであると伝えています。

この王たちの支配する時代は、「獣ととも
に、一時だけ王の権威を受けます」と黙示
録13章で書かれているように、獣と呼ば
れる反キリストと共に、一時だけ権威を
受けます。聖書で、一時と言うのは一年の
ことです。10人の王は短い期間、王の権
威を受けますが、三人が倒された後は、反
キリストのしもべになると考えられます。

現在、欧州連合（EU）もアラブ連盟も
それぞれ合併していますが、この二つは
ローマ帝 国が支 配してきた領 土です。
ローマ帝国が復興するということが、多く
の神学者によって議論されています。現在、
合併している国々は10カ国をはるかに超
える欧州連合（EU）とアラブ連盟ですが、
恐らく近い将来、10カ国が支配することで
落ち着くのではないかと考えられています。

黙示録12章4節、「その尾は、天の星
の三分の一を引き寄せると、それらを地
上に投げた。また、竜は子を産もうとし
ている女の前に立っていた。彼女が子を
産んだとき、その子を食い尽くすためで
あった」

4節で、「その尾は、天の星の三分の一
を引き寄せると、それらを地上に投げた」
とあります。このみことばは、神学者に
よって意見が異なります。昔から考えられ
てきた解釈としては、サタンが罪を犯した時、
天使たちのうちの3分の1がサタンの味
方となり、その堕天使たちを地上に送っ
て人間を攻撃させているという理解です。

同じく4節で、「竜は子を産もうとして
いる女の前に立っていた。彼女が子を産
んだとき、その子を食い尽くすためであっ
た」というのは、女であるイスラエルがイ
エス様を産もうとしている時、イエス様が
十字架の御働きを成し遂げないように、
何度も殺そうとしました。イエス様のご生
誕の後、2歳以下の男児すべてを虐殺し
たのはそのためです。また、イエス様が
舟の中で眠っていらっしゃる時、舟を沈
めようと嵐を送ったり、ユダヤ人の投石に
よって殺害しようとしたり、さまざまな方
法でイエス様を食い尽くそうとしました。

黙示録12章5節、「女は男の子を産んだ。
この子は、鉄の杖をもって、すべての
国々の民を牧するはずである。その子は
神のみもと、その御座に引き上げられた」

女であるイスラエルは男の子を産みま
した。5節で、「すべての国々の民を牧す

るはずである」と、メシア王国の到来後の
政治情勢を預言しています。メシア王国
で、国々を牧するとき、鉄の杖を持つこ
とが預言されています。すべての王国の
人間が従順であるなら鉄の杖は必要あり
ません。メシア王国である千年王国では、
サタンの誘惑はありませんが、人間の不
従順さは簡単に変えることができないと
思われます。それゆえ、イエス様は鉄の
杖を持って、厳しく民を統治なさいます。

同じく5節で、「その子は神のみもと、
その御座に引き上げられた」とあります。
かつてイエス様が地上におられた時、ユ
ダヤ人がイエス・キリストを自分たちのメシ
アだと受け入れなかったがゆえに、イエ
ス様は今、天で父なる神様の右側に座し、
再び地上に戻られる時を待っておられます。

ホセア書5章15節で、「彼らが自分の
罪を認め、わたしの顔を慕い求めるまで、
わたしはわたしの所に戻っていよう。彼ら
は苦しみながら、わたしを捜し求めよう」
と預言されています。イエス様は、イスラ
エルの民が主であるイエス様を訪ね求め
るまで、天におられます。

黙示録12章1節から5節までは、イス
ラエル（女）とサタン（竜）について書かれて
います。イエス・キリストの再臨をとどめ
ようと、サタンと反キリストが必死になっ
てユダヤ人を抹殺しようとしています。大
患難時代の中間で、反キリストに追われ
たイスラエルの民は荒野に逃げていきます。

次号ではイスラエルの民が逃亡する場
所、神様が備えられた場所について共に
学んでまいりましょう。

生きた神のことばを
日本の方々へ伝えたい

2022年3月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

20節で、「ケルビムは翼を上のほうに
伸べ広げ、その翼で『贖いのふた』をおおう
ようにする」というのは、契約の箱をケル
ビムの四つの翼が、かぶさるように覆って
いるのです。同じく20節で、「ケルビムの
顔が『贖いのふた』に向かうようにしなけ
ればならない」とは、ケルビムの顔が

ふた

蓋の
方向に頭を下げているのです。ご臨在が
現れる所ですから、へりくだっている姿です。

21節で、「『贖いのふた』を箱の上に載
せる」、これが「契約の箱」の蓋で、ヘブ
ライ語では「カッポーレ」と言います。こ
のカッポーレの所に、神様のご臨在が現
れます。同じく21節で、「箱の中には、
わたしが与えるさとしを納めなければなら
ない」の「さとし」は、二枚の石に刻まれ
ている十戒です。十戒は、罪を表す律法
です。十戒がなければ、何が罪で、何が
罪ではないのかが明確になりません。

ガラテヤ人への手紙3章22節、「しか
し聖書は、逆に、すべての人を罪の下に
閉じ込めました。それは約束が、イエ
ス・キリストに対する信仰によって、信じ
る人々に与えられるためです」

律法は、「違反を示すためにつけ加え
られた」とあり、その律法である十戒が契
約の箱の中に入っていたのです。契約の
箱の中身は、私たちの罪を表しています。
その契約の箱の上には、「贖いのふた」が
かぶさっていました。この契約の箱は、
神殿の中にあった垂れ幕の向こう側で、
大祭司以外、誰も見ることができない所
でした。
「贖いのふた」は、「カッポーレ＝

おお

覆う」と
いう意味なのです。契約の箱の「贖いの

ヤコブの悩みの時
エレミヤ書30章7節、「その日は大い
なる日、比べるものもない日だ。それは
ヤコブにも苦難の時だ。しかし彼はそれ
から救われる」

いよいよ終わりが迫ってくる残りの時間
が少ないことを知って、サタンがいかにし
てイスラエルの民を抹殺しようかと追い掛
けてきます。7節で、「その日は大いなる
日、比べるものもない日だ。それはヤコ
ブにも苦難の時だ」と預言されているよう
に、大患難時代後半の3年半は、イスラ
エルの民の苦難の時です。「しかし彼はそ
れから救われる」と言われているように、
この苦難の時を通して、イスラエルに救
いがやってきます。

黙示録12章1節から2節、「また、巨
大なしるしが天に現れた。ひとりの女が
太陽を着て、月を足の下に踏み、頭には
十二の星の冠をかぶっていた。この女は、
みごもっていたが、産みの苦しみと痛み
のために、叫び声をあげた」

1節で、「ひとりの女が太陽を着て、月
を足の下に踏み、頭には十二の星の冠を
かぶっていた」というこのみことばは、ヨ
セフの夢に関連しています。　 

欧州連合
（EU）

イスラエルの荒野

アラブ連盟

尊い主の御名を賛美いたします。
主イエスが弟子たちに教えた祈りである「主の祈り」は、イエス様がおられた時から現在に至るまでの約2千年

間、主イエスを愛する者たちによって、全世界で祈り続けられてきました。

さて、イエスはある場所で祈っておられた。祈りが終わると、弟子の一人がイエスに言った。「主よ。ヨハネが
弟子たちに教えたように、私たちにも祈りを教えてください。」そこでイエスは彼らに言われた。「祈るときには、
こう言いなさい。『父よ、御名が聖なるものとされますように。御国が来ますように。』」

ルカの福音書　11章1～ 2節
　
終末の時代が近づくほど、「主の祈り」の冒頭にある「御名が聖なるものとされますように」という切なる祈りが、

全世界で主の前に捧げられているのではないでしょうか。
また、私たちは「御国が来ますように」と、とりなし祈り続けています。やがて、天のエルサレムと地のエルサレム

が一つとなり、神が世界を創造された初めのご計画は完成し、御国が完成します。私たちの祈りは、決して空しく
地に落ちるものではなく、命のみことばによる祈りは、必ず実現します。

2022年、オメガの主題聖句は、聖書の最後の一節です。
「主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。」

ヨハネの黙示録　22章21節

すべては父なる神の愛から創造された世界が始まり、その愛は御子なる主イエスの誕生、十字架、復活、昇天、
ご再臨まですべてが神の恵みです。そして、神の恵みは、ユダヤ人にも異邦人にもすべての人が、神の子どもと
される神の国の祝福を受け継ぐ相続者として驚くべき恵みが約束されています。

2022年、日本のすべての教会の祝福を祈り、お仕えし、日本の方々へ生きた神のことばである聖書の真理と恵みを
お伝えできますように。新しい思いと献身の祈りをもって、過日、オメガ・ジャパン理事会が開催されましたことを
感謝を込めてご報告させていただきます。

　
今月も主の恵みと天のあらゆる祝福が、皆様の仕えておられる教会と地域、職場や学校、すべての場所に注がれ

ますよう心よりお祈り申し上げます。
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千年王国の後、永遠の神の御国である
新天新地の到来前に、黙示録20章11節
から15節に語られている、死者の復活と
白い御座の審判の時を示していると考え
られます。イエス様のあがないを信じな
い者すべてが、復活して審判を受ける時
です。

同じ18節で、「預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です」と言われています。神様を信
じて主に従ってきた者たちが、最高の報
いを受ける時です。一方で、神様に逆ら
い、神様に仕えている者を迫害してきた
者たちが滅ぼされる、罰すべき者が、罰
せられる時になります（出34:7）。

黙示録11章19節、「それから、天に
ある、神の神殿が開かれた。神殿の中に、
契約の箱が見えた。また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」

黙示録11章16節から18節、「それか
ら、神の御前で自分たちの座に着いてい
る二十四人の長老たちも、地にひれ伏し、
神を礼拝して、言った。『万物の支配者、
今いまし、昔います神である主。あなた
が、その偉大な力を働かせて、王となら
れたことを感謝します。諸国の民は怒り
ました。しかし、あなたの御怒りの日が
来ました。死者のさばかれる時、あなた
のしもべである預言者たち、聖徒たち、
また小さい者も大きい者もすべてあなた
の御名を恐れかしこむ者たちに報いの与
えられる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼさ
れる時です』」

17節で、「万物の支配者、今いまし、
昔います神である主」は、今もおられ、
永遠から永遠に存在なさる、全知全能の
神様です。同じく17節で、「その偉大な
力を働かせて、王となられたことを感謝
します」と、24人の長老が地にひれ伏し
ています。

18節で、「諸国の民は怒りました。し
かし、あなたの御怒りの日が来ました」と
言っています。それは、封印の災いも
ラッパの災いも神罰であることを知りなが
ら、また二人の証人の起こした出来事に
もかかわらず、諸国の民は悔い改めるこ
となく真の神様に対して怒りました。

救いの道を知らせようとされる神様の
お働きに気を留めることがない諸国の民
は、これまでも主の御怒りが注がれてい
ましたが、いよいよ激しい御怒りが注が
れます。18節で、「死者のさばかれる時」
というのは、終末に生きている者が裁か
れるだけではなく、神様に逆らってきた
人類すべての死者たちも裁かれるのです。

創世記37章9節から10節、「ヨセフは
また、ほかの夢を見て、それを兄たちに
話した。彼は、『また、私は夢を見ました
よ。見ると、太陽と月と十一の星が私を
伏し拝んでいるのです』と言った。ヨセフ
が父や兄たちに話したとき、父は彼をし
かって言った。『おまえの見た夢は、いっ
たい何なのだ。私や、おまえの母上、兄
さんたちが、おまえのところに進み出て、
地に伏しておまえを拝むとでも言うのか』」

9節で、「太陽と月と十一の星が私を伏
し拝んでいるのです」と、ヨセフが言って
います。10節で父親のヤコブが、「おま
えの見た夢は、いったい何なのだ。私や、
おまえの母上、兄さんたちが、おまえの
ところに進み出て、地に伏しておまえを拝
むとでも言うのか」。これは、太陽がヤコ
ブ、月がヨセフの母親ラケル、そして、
11人の兄たちが11個の星で現れていま
す。この黙示録12章1節のみことばは、
イスラエルを表しています。

イスラエルの民は12部族ですから12
の星であるべきですが、ヨセフがイエス
様の象徴となっているため、11の星がヨ
セフにひれ伏しています。実際にこの夢
は創世記42章から44章で成就し、兄弟
たちがヨセフとは気付かずエジプトの高
官となったヨセフにひれ伏しています。

また、創世記50章18節で、父ヤコブ
が死んだ後、「彼の兄弟たちも来て、彼
の前にひれ伏して言った。『私たちはあな
たの奴隷です』」と言ってヨセフにひれ伏
し、夢の成就を告げています。この黙示
録のみことばは、イスラエルです。黙示
録12章2節で、「この女は、みごもって
いたが、産みの苦しみと痛みのために、
叫び声をあげた」とあります。女であるイ
スラエルがみごもっているのはイエス様で
す。12章5節で、そのことが明らかにな
ります。

サタンが支配権を握った
七つの国々
黙示録12章3節、「また、別のしるし

が天に現れた。見よ。大きな赤い竜であ
る。七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」

3節で、「別のしるしが天に現れた。
見よ。大きな赤い竜である」。この竜は、

「悪魔とかサタン」という説明が12章9
節に出てきます。サタンとは、ヘブライ
語で「敵」という意味です。悪魔はギリ
シャ語で、「通告者または告発者」という
意味です。

同じく3節に、この赤い竜であるサタン
は、「七つの頭と十本の角とを持ち、その
頭には七つの冠をかぶっていた」という不
気味な者です。七つの頭は、聖書の記述
から見ますと、イスラエルを亡き者にしよ
うと動いていたサタンが、支配権を握っ
た七つの国々の数を表していると考えら
れます。

このサタンは、七つの冠を持っていま
す。この冠は、ギリシャ語の「ディアデ
マ」です。これは、支配者が持つ冠です。
七つの国々を支配して、イスラエルを圧
迫することに成功したことを表していると
考えられます。

10本の角は、終わりの日の支配者たち
で、ダニエル書と黙示録に10人の王たち
のことが記されています。ダニエル書7章
24節、「十本の角は、この国から立つ十
人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」とあります。24節で、

「十本の角は、この国から立つ十人の王」
というのは、終末の日の支配者が、合併
し統一した国々の王たちだと言っています。

天の本物の神殿です。モーセの幕屋も
ソロモンの神殿も、天にある物の写しな
のです。

ヘブル人への手紙8章5節、「その人た
ちは、天にあるものの写しと影とに仕えて
いるのであって、それらはモーセが幕屋
を建てようとしたとき、神から御告げを受
けたとおりのものです。神はこう言われた
のです。『よく注意しなさい。山であなた
に示された型に従って、すべてのものを
作りなさい』」

地でつくられたものは、天にある神殿
のひな型です。祭司たちは、そのひな型
に仕えていたのです。ヨハネは天の神殿
の幻を見ており、中には契約の箱が見え
ています。神様は「契約の神様」です。ア
ブラハムとの契約、ダビデとの契約、そ
して教会に対する契約を決してお忘れに
ならない、必ず成就させるお方です。契
約の箱とはいったい何なのでしょう。

出エジプト記25章20節から22節、
「ケルビムは翼を上のほうに伸べ広げ、そ
の翼で『贖いのふた』をおおうようにする。
互いに向かい合って、ケルビムの顔が『贖
いのふた』に向かうようにしなければなら
ない。その『贖いのふた』を箱の上に載せ
る。箱の中には、わたしが与えるさとし
を納めなければならない。わたしはそこ
であなたと会見し、その『贖いのふた』の
上から、すなわちあかしの箱の上の二つ
のケルビムの間から、イスラエル人につ
いて、あなたに命じることをことごとくあ
なたに語ろう」

が死んだという出来事が11章13節で起
こりました。これが、三つの災いのうち
の、第2の災いの終わりを告げる出来事
です。そしていよいよ、最後の第3の災
いが来ます。

15節で、「第七の御使いがラッパを吹
き鳴らした」とあり、ついに七つの鉢であ
る最後の災いが始まります。これが終わ
ると、主のご再臨です。同じく15節で、
こう宣言されました。「すると、天に大き
な声々が起こって言った。『この世の国は
私たちの主およびそのキリストのものと
なった。主は永遠に支配される』」

サタンの誘惑に惑わされながら、人間
が支配していたこの世は終わったと、過

大患難時代の中間
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）11章
14節から15節、「第二のわざわいは過ぎ
去った。見よ。第三のわざわいがすぐに
来る。第七の御使いがラッパを吹き鳴ら
した。すると、天に大きな声々が起こって
言った。『この世の国は私たちの主および
そのキリストのものとなった。主は永遠に
支配される。』」

14節で、「第二のわざわいは過ぎ去っ
た。見よ。第三のわざわいがすぐに来る」
と言われています。地震によって

みやこ

都 、エ
ルサレムの10分の1が破壊され、7千人

去形で預言の成就の確実性を語っていま
す。第7のラッパである七つの鉢の災い
は、1260日（3年半）続きます。その期間
は一日も延ばされることがありません。そ
して、天国では勝利が宣言されました。
後半の3年半が残っていますが、神の御国
の到来が確実であることを知らせています。

ふた」は、イエス様を表しています。イエ
ス様は、罪を十字架の血潮で覆って、誰
も見ることができないようにしてくださっ
たのです。「聖書は、逆に、すべての人を
罪の下に閉じ込めました。それは約束が、
イエス・キリストに対する信仰によって、
信じる人々に与えられるためです｣（ガラ
3:22）と示しています。しかし今は、十字
架の血潮できよめられ、罪の奴隷から解
放されたのです。

ヘブル人への手紙10章20節、「イエス
はご自分の肉体という垂れ幕を通して、
私たちのためにこの新しい生ける道を設
けてくださったのです」

神殿の中にあった垂れ幕は、神様のご
臨在が現れる、契約の箱のある至聖所を
仕切って、大祭司が一年に一度だけ入る
ことができた場所です。その垂れ幕は、
イエス・キリストの肉体を表していたのです。

マタイの福音書27章50節から51節、
「そのとき、イエスはもう一度大声で叫ん
で、息を引き取られた。すると、見よ。
神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂け
た。そして、地が揺れ動き、岩が裂けた」

50節で、「イエスはもう一度大声で叫
んで、息を引き取られた」と同時に、神殿
の幕が上から下まで裂けました。ヨハネ
が天の神殿を見て、中を見ると垂れ幕は
ありません。ゆえに、ヨハネは契約の箱
を見ることができたのです。黙示録11章
19節の最後に、「また、いなずま、声、
雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った」
というのは、全能の神様の御力とご臨在
を表しています。

同じく24節で、「彼らのあとに、もう
ひとりの王が立つ」というのは、ダニエル
書9章27節で「荒らす忌むべき者」と呼
ばれる反キリストのことを預言しています。
また、ダニエル書7章24節では、「彼は
先の者たちと異なり、三人の王を打ち倒
す」と言っています。

この預言ですが、反キリストは10人の
王たちとは違い、親密な関係によって支
配を行うのではなく、王たちのうちの三
人の王が、反キリストに反逆するため打
ち倒すと言っています。黙示録17章12
節、「あなたが見た十本の角は、十人の
王たちで、彼らは、まだ国を受けてはい
ませんが、獣とともに、一時だけ王の権
威を受けます」と、10本の角が10人の
王であることを語っています。しかし、こ
の合併による王たちの支配される時代は、
まだ未来のことであると伝えています。

この王たちの支配する時代は、「獣ととも
に、一時だけ王の権威を受けます」と黙示
録13章で書かれているように、獣と呼ば
れる反キリストと共に、一時だけ権威を
受けます。聖書で、一時と言うのは一年の
ことです。10人の王は短い期間、王の権
威を受けますが、三人が倒された後は、反
キリストのしもべになると考えられます。

現在、欧州連合（EU）もアラブ連盟も
それぞれ合併していますが、この二つは
ローマ帝 国が支 配してきた領 土です。
ローマ帝国が復興するということが、多く
の神学者によって議論されています。現在、
合併している国々は10カ国をはるかに超
える欧州連合（EU）とアラブ連盟ですが、
恐らく近い将来、10カ国が支配することで
落ち着くのではないかと考えられています。

黙示録12章4節、「その尾は、天の星
の三分の一を引き寄せると、それらを地
上に投げた。また、竜は子を産もうとし
ている女の前に立っていた。彼女が子を
産んだとき、その子を食い尽くすためで
あった」

4節で、「その尾は、天の星の三分の一
を引き寄せると、それらを地上に投げた」
とあります。このみことばは、神学者に
よって意見が異なります。昔から考えられ
てきた解釈としては、サタンが罪を犯した時、
天使たちのうちの3分の1がサタンの味
方となり、その堕天使たちを地上に送っ
て人間を攻撃させているという理解です。

同じく4節で、「竜は子を産もうとして
いる女の前に立っていた。彼女が子を産
んだとき、その子を食い尽くすためであっ
た」というのは、女であるイスラエルがイ
エス様を産もうとしている時、イエス様が
十字架の御働きを成し遂げないように、
何度も殺そうとしました。イエス様のご生
誕の後、2歳以下の男児すべてを虐殺し
たのはそのためです。また、イエス様が
舟の中で眠っていらっしゃる時、舟を沈
めようと嵐を送ったり、ユダヤ人の投石に
よって殺害しようとしたり、さまざまな方
法でイエス様を食い尽くそうとしました。

黙示録12章5節、「女は男の子を産んだ。
この子は、鉄の杖をもって、すべての
国々の民を牧するはずである。その子は
神のみもと、その御座に引き上げられた」

女であるイスラエルは男の子を産みま
した。5節で、「すべての国々の民を牧す

るはずである」と、メシア王国の到来後の
政治情勢を預言しています。メシア王国
で、国々を牧するとき、鉄の杖を持つこ
とが預言されています。すべての王国の
人間が従順であるなら鉄の杖は必要あり
ません。メシア王国である千年王国では、
サタンの誘惑はありませんが、人間の不
従順さは簡単に変えることができないと
思われます。それゆえ、イエス様は鉄の
杖を持って、厳しく民を統治なさいます。

同じく5節で、「その子は神のみもと、
その御座に引き上げられた」とあります。
かつてイエス様が地上におられた時、ユ
ダヤ人がイエス・キリストを自分たちのメシ
アだと受け入れなかったがゆえに、イエ
ス様は今、天で父なる神様の右側に座し、
再び地上に戻られる時を待っておられます。

ホセア書5章15節で、「彼らが自分の
罪を認め、わたしの顔を慕い求めるまで、
わたしはわたしの所に戻っていよう。彼ら
は苦しみながら、わたしを捜し求めよう」
と預言されています。イエス様は、イスラ
エルの民が主であるイエス様を訪ね求め
るまで、天におられます。

黙示録12章1節から5節までは、イス
ラエル（女）とサタン（竜）について書かれて
います。イエス・キリストの再臨をとどめ
ようと、サタンと反キリストが必死になっ
てユダヤ人を抹殺しようとしています。大
患難時代の中間で、反キリストに追われ
たイスラエルの民は荒野に逃げていきます。

次号ではイスラエルの民が逃亡する場
所、神様が備えられた場所について共に
学んでまいりましょう。

生きた神のことばを
日本の方々へ伝えたい

2022年3月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

20節で、「ケルビムは翼を上のほうに
伸べ広げ、その翼で『贖いのふた』をおおう
ようにする」というのは、契約の箱をケル
ビムの四つの翼が、かぶさるように覆って
いるのです。同じく20節で、「ケルビムの
顔が『贖いのふた』に向かうようにしなけ
ればならない」とは、ケルビムの顔が

ふた

蓋の
方向に頭を下げているのです。ご臨在が
現れる所ですから、へりくだっている姿です。

21節で、「『贖いのふた』を箱の上に載
せる」、これが「契約の箱」の蓋で、ヘブ
ライ語では「カッポーレ」と言います。こ
のカッポーレの所に、神様のご臨在が現
れます。同じく21節で、「箱の中には、
わたしが与えるさとしを納めなければなら
ない」の「さとし」は、二枚の石に刻まれ
ている十戒です。十戒は、罪を表す律法
です。十戒がなければ、何が罪で、何が
罪ではないのかが明確になりません。

ガラテヤ人への手紙3章22節、「しか
し聖書は、逆に、すべての人を罪の下に
閉じ込めました。それは約束が、イエ
ス・キリストに対する信仰によって、信じ
る人々に与えられるためです」

律法は、「違反を示すためにつけ加え
られた」とあり、その律法である十戒が契
約の箱の中に入っていたのです。契約の
箱の中身は、私たちの罪を表しています。
その契約の箱の上には、「贖いのふた」が
かぶさっていました。この契約の箱は、
神殿の中にあった垂れ幕の向こう側で、
大祭司以外、誰も見ることができない所
でした。
「贖いのふた」は、「カッポーレ＝

おお

覆う」と
いう意味なのです。契約の箱の「贖いの

ヤコブの悩みの時
エレミヤ書30章7節、「その日は大い
なる日、比べるものもない日だ。それは
ヤコブにも苦難の時だ。しかし彼はそれ
から救われる」

いよいよ終わりが迫ってくる残りの時間
が少ないことを知って、サタンがいかにし
てイスラエルの民を抹殺しようかと追い掛
けてきます。7節で、「その日は大いなる
日、比べるものもない日だ。それはヤコ
ブにも苦難の時だ」と預言されているよう
に、大患難時代後半の3年半は、イスラ
エルの民の苦難の時です。「しかし彼はそ
れから救われる」と言われているように、
この苦難の時を通して、イスラエルに救
いがやってきます。

黙示録12章1節から2節、「また、巨
大なしるしが天に現れた。ひとりの女が
太陽を着て、月を足の下に踏み、頭には
十二の星の冠をかぶっていた。この女は、
みごもっていたが、産みの苦しみと痛み
のために、叫び声をあげた」

1節で、「ひとりの女が太陽を着て、月
を足の下に踏み、頭には十二の星の冠を
かぶっていた」というこのみことばは、ヨ
セフの夢に関連しています。　 

欧州連合
（EU）

イスラエルの荒野

アラブ連盟

尊い主の御名を賛美いたします。
主イエスが弟子たちに教えた祈りである「主の祈り」は、イエス様がおられた時から現在に至るまでの約2千年

間、主イエスを愛する者たちによって、全世界で祈り続けられてきました。

さて、イエスはある場所で祈っておられた。祈りが終わると、弟子の一人がイエスに言った。「主よ。ヨハネが
弟子たちに教えたように、私たちにも祈りを教えてください。」そこでイエスは彼らに言われた。「祈るときには、
こう言いなさい。『父よ、御名が聖なるものとされますように。御国が来ますように。』」

ルカの福音書　11章1～ 2節
　
終末の時代が近づくほど、「主の祈り」の冒頭にある「御名が聖なるものとされますように」という切なる祈りが、

全世界で主の前に捧げられているのではないでしょうか。
また、私たちは「御国が来ますように」と、とりなし祈り続けています。やがて、天のエルサレムと地のエルサレム

が一つとなり、神が世界を創造された初めのご計画は完成し、御国が完成します。私たちの祈りは、決して空しく
地に落ちるものではなく、命のみことばによる祈りは、必ず実現します。

2022年、オメガの主題聖句は、聖書の最後の一節です。
「主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。」

ヨハネの黙示録　22章21節

すべては父なる神の愛から創造された世界が始まり、その愛は御子なる主イエスの誕生、十字架、復活、昇天、
ご再臨まですべてが神の恵みです。そして、神の恵みは、ユダヤ人にも異邦人にもすべての人が、神の子どもと
される神の国の祝福を受け継ぐ相続者として驚くべき恵みが約束されています。

2022年、日本のすべての教会の祝福を祈り、お仕えし、日本の方々へ生きた神のことばである聖書の真理と恵みを
お伝えできますように。新しい思いと献身の祈りをもって、過日、オメガ・ジャパン理事会が開催されましたことを
感謝を込めてご報告させていただきます。

　
今月も主の恵みと天のあらゆる祝福が、皆様の仕えておられる教会と地域、職場や学校、すべての場所に注がれ

ますよう心よりお祈り申し上げます。



￥550（税込）

小冊子
『聖書のことばは
その通りになる』
　栄子・スティーブンス著｠

好評発売中！　
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1
祈りの課題 2 ビル＆栄子・スティーブンス師ご夫妻のために

　お祈りをありがとうございます。栄子師とご主人のビル師の健康
が守られますように。ビル師のリハビリが始まりました。2017年
に、肺がんの手術をされたビル師の肺機能や体力が改善されます
ように。アメリカの教会とアメリカ国内の情勢安定のためにも
お祈りください。栄子師のニュースレターの対談や、執筆活動の
上に、主の油注ぎと祝福が満ちあふれますように。

オメガ出版のために
　2022年、小冊子出版、CD発売に向け準備をしております。
オメガ出販編集部スタッフの上に、主の知恵と油注ぎが与えられ
るように。初夏発売に向けてすべてが守られ整えられますよう
お祈りください。
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

ご報告

オメガ出版の紹介はこちら
https://www.newlifeministries.jp/omegajapan/

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。ヨハネの黙示録22章21節

2022年 主題聖句

主の喜びとなり実を結ぶ

オメガ活動ビジョン

横田 聖子

生きた神のことばを日本の方々へ伝えたい

栄子・スティーブンス × 輪嶋 東太郎　対談

2022年主題聖句／オメガ活動ビジョン／ご報告／News!／祈りの課題 他

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.21 未来の預言―その13

連載 日本シリーズ 3
ニッポン

シャロームニッポン

大患難時代7年間の中間の時

2月、オメガ・ジャパン理事会が栄子・スティーブンス（アメリカ
在中）を囲んでオンラインにて開催されました。

2022年もコロナ禍にあり、困難な課題が多くありますが、これからも引き続き、
主を待ち望む忠実なしもべとして、皆様と共に日本の教会にお仕えし、また
日本のすべての人々に、神様の愛を伝える使命をもって歩んでまいります。

（新生宣教団は、日本をはじめ世界の人々のために、各国の言葉で聖書や
福音文書などを印刷するキリスト教プロテスタントの宣教団体です。）

理事長　増山 浩史（21世紀キリスト教会主任牧師）

理　事　梅谷 悟（加古川バプテスト教会主任牧師）

理　事　松本 圭二（泉南福音キリスト教会会員）

理　事　三坂 正治（関東栄光キリスト教会主任牧師）

理　事　横田 聖子（金武バプテスト教会主任牧師）

オメガ・ジャパン理事（50音順）

News! !

「新生宣教団WEBサイト ミッションパートナーの紹介」に
オメガが紹介されました！

栄子・スティーブンス

シャロームニッポン
Special Booklet付き ！
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